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富　成　　篤　也

一級建築士登録第204451号

畑中建築事務所・・株式会社・

図面番号

設　計縮　尺

工事名

図面名

日　付

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

5
,
0
0
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5
,
0
0
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5
,
0
0
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5
,
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１ ８７６５４３２
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9
0
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≒
9
0
0

≒900 ≒900

〇特記事項

※外部仕上凡例の　　　はｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材を示す。

鉄網ﾊﾟｰﾗｲﾄﾓﾙﾀﾙ t=15下地 既設のまま
木毛板+岩綿石綿板 t=30張 既設のまま

軒樋:塩ビ製 150角 掴み金物:ｽﾃﾝﾚｽ製 撤去

格技場 屋根伏図 (改修前) 　1/100

屋根:不燃ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ葺き(防水ｼｰﾄ共) 既設のまま

格技場 屋根伏図（改修前）

     (掴み金物:ｽﾃﾝﾚｽ製 @600共)

Ｎ

安祥中学校校舎改修第２期主体工事

一級建築士事務所　愛知県（い-4）2327号

K-03
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富　成　　篤　也

一級建築士登録第204451号

畑中建築事務所・・株式会社・

図面番号

設　計縮　尺

工事名

図面名

日　付

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0
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Ｂ
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Ｅ

5,000 5,000 5,0005,000 5,000 5,000 2,500

30,000

１ ８７６５４３２

≒
9
0
0

≒
9
0
0

≒900 ≒900

格技場 屋根伏図 (改修後) 　1/100

格技場 屋根伏図（改修後）

軒樋:硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ製 150角 ｶﾗｰ新設

     (掴み金物:ｽﾃﾝﾚｽ製 @600共)

瓦棒葺き:ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.5新設

改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ t=1.0新設
硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ t=25新設

棟包み:ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.5新設

Ｎ

安祥中学校校舎改修第２期主体工事

一級建築士事務所　愛知県（い-4）2327号

K-04

（屋根葺き材について、下地を含めた許容増加重量は33.5kg/㎡以下とすること）
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富　成　　篤　也

一級建築士登録第204451号

畑中建築事務所・・株式会社・

図面番号

設　計縮　尺

工事名

図面名

日　付

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

南立面図　1/100

北立面図　1/100
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△

D

擁壁･下足入
塗替改修

擁壁･下足入
塗替改修

ｽﾛｰﾌﾟ:RC打ち放し仕上げ 既設のまま
SUS手摺 既設のまま

F

F

西立面図　1/100

東立面図　1/100
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高圧洗浄(30Mpa程度)、下地調整材C-1の上

可とう形改修塗材E吹付(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ)

水洗い(15Mpa程度)

劣化部補修

     (掴み金物:ｽﾃﾝﾚｽ製 @1000共)

下地調整RB種･錆止めの上、DP(ﾌｯ素)塗替

下地調整RB種･錆止めの上、DP(ﾌｯ素)塗替

下地調整RB種･錆止めの上、DP(ﾌｯ素)塗替

下地調整RB種･錆止めの上、DP(ﾌｯ素)塗替

下地調整RB種･錆止めの上、DP(ﾌｯ素)塗替

軒樋:塩ビ製 150角 ｶﾗｰ新設

改修後

     (掴み金物:ｽﾃﾝﾚｽ製 @600共)

竪樋:塩ビ製 100φ ｶﾗｰ新設

下地調整RB種･錆止めの上、DP(ﾌｯ素)塗替

瓦棒葺き:ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.5新設

H

I

J

G

A

B

C

D

E

F

符号

不燃ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=12 吹付ﾀｲﾙ

床下換気口 200×800 OP

K 柱:□-100×100 SOP

折版 t=0.6葺き(片面ｶﾗｰ)

軒先包み:塩ビ鋼板ﾊﾟﾈﾙ t=0.8加工

水切り：ｶﾗｰ鉄板 t=0.6 H=200

外部巾木:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

〇特記事項

※建具周囲ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 20×10は打ち替えとする。

※外部仕上凡例の　　　はｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材を示す。

クラック
0.2mm≦幅≦1mm

自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

×

△

劣化部凡例

L 梁:H-150×75×4.5 SOP

サイディング固定不良箇所　ビス止め

留めボルト欠損箇所　ビス止め

屋根:不燃ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ葺き

軒樋:塩ビ製 150角(前高) 掴み金物:ｽﾃﾝﾚｽ製 撤去

竪樋:塩ビ製 100φ 掴み金物:ｽﾃﾝﾚｽ製 撤去

軒樋:塩ビ製 150角 掴み金物:ｽﾃﾝﾚｽ製 撤去

改修前

外部仕上　凡例

     (掴み金物:ｽﾃﾝﾚｽ製 @600共)

軒樋:塩ビ製 150角(前高) ｶﾗｰ新設

安祥中学校校舎改修第２期主体工事

一級建築士事務所　愛知県（い-4）2327号

K-05

格技場 立面図（改修前）

※建具のｶﾞﾗｽｼｰﾘﾝｸﾞSR-1 5×5は打ち替えとする。

※立面図の　　は外壁ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 20×10打ち替え部分を示す。
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富　成　　篤　也

一級建築士登録第204451号

畑中建築事務所・・株式会社・

図面番号

設　計縮　尺

工事名

図面名

日　付

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

南立面図　1/100

北立面図　1/100
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D

擁壁･下足入
塗替改修

擁壁･下足入
塗替改修

ｽﾛｰﾌﾟ:RC打ち放し仕上げ 既設のまま
SUS手摺 既設のまま

F

F

西立面図　1/100

東立面図　1/100
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擁壁･下足入詳細図　1/30

1,190

1
,
1
6
5

下足棚:木製 下地調整の上、OSCL塗替

ｺﾝｸﾘｰﾄ面 吹付ﾀｲﾙ面
高圧洗浄(30Mpa程度)
下地調整材C-1の上
可とう形改修塗材E吹付(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ)

【改修前】 【改修後】

※

※清掃可能な隙間を
確保すること。

軒樋撤去・新設詳細図 1/30

J

I

J

I

高圧洗浄(30Mpa程度)、下地調整材C-1の上

可とう形改修塗材E吹付(ｼﾘｺﾝﾄｯﾌﾟｺｰﾄ)

水洗い(15Mpa程度)

劣化部補修

     (掴み金物:ｽﾃﾝﾚｽ製 @1000共)

下地調整RB種･錆止めの上、DP(ﾌｯ素)塗替

下地調整RB種･錆止めの上、DP(ﾌｯ素)塗替

下地調整RB種･錆止めの上、DP(ﾌｯ素)塗替

下地調整RB種･錆止めの上、DP(ﾌｯ素)塗替

下地調整RB種･錆止めの上、DP(ﾌｯ素)塗替

軒樋:塩ビ製 150角 ｶﾗｰ新設

改修後

     (掴み金物:ｽﾃﾝﾚｽ製 @600共)

竪樋:塩ビ製 100φ ｶﾗｰ新設

下地調整RB種･錆止めの上、DP(ﾌｯ素)塗替

瓦棒葺き:ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.5新設

H

I

J

G

A

B

C

D

E

F

符号

不燃ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=12 吹付ﾀｲﾙ

床下換気口 200×800 OP

K 柱:□-100×100 SOP

折版 t=0.6葺き(片面ｶﾗｰ)

軒先包み:塩ビ鋼板ﾊﾟﾈﾙ t=0.8加工

水切り：ｶﾗｰ鉄板 t=0.6 H=200

外部巾木:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

〇特記事項

※建具周囲ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 20×10は打ち替えとする。

※外部仕上凡例の　　　はｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材を示す。

L 梁:H-150×75×4.5 SOP

屋根:不燃ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ葺き

軒樋:塩ビ製 150角(前高) 掴み金物:ｽﾃﾝﾚｽ製 撤去

竪樋:塩ビ製 100φ 掴み金物:ｽﾃﾝﾚｽ製 撤去

軒樋:塩ビ製 150角 掴み金物:ｽﾃﾝﾚｽ製 撤去

改修前

外部仕上　凡例

     (掴み金物:ｽﾃﾝﾚｽ製 @600共)

軒樋:塩ビ製 150角(前高) ｶﾗｰ新設

安祥中学校校舎改修第２期主体工事

一級建築士事務所　愛知県（い-4）2327号

K-06

格技場 立面図（改修後）

※建具のｶﾞﾗｽｼｰﾘﾝｸﾞSR-1 5×5は打ち替えとする。

※立面図の　　は外壁ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 20×10打ち替え部分を示す。
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富　成　　篤　也

一級建築士登録第204451号

畑中建築事務所・・株式会社・

図面番号

設　計縮　尺

工事名

図面名

日　付

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

符号

B3

V3 13φ

H-150×75×4.5

部材

鉄骨　凡例

P3 □-100×100

改修前符号

a

b

c

d

e

f

折版葺き裏面

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

5
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

5,000 5,000 5,0005,000 5,000 5,000 2,500

30,000

１ ８７６５４３２

更衣室

用具庫

用具庫

更衣室

格技場

Ｎ

格技場 天井伏図  　1/100

８７

渡り廊下 天井伏図  　1/100
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Ｂ
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3

B
3

B
3

B
3

B
3

B
3

B
3

V3

V3

V3

V3

P3

P3

P3

P3

P3

e ee

e ee

a

f

a

f

e

e

e

e

※上記鉄骨部材の見えがかり部分は

格技場 天井伏図

軒先包み:塩ビ鋼板ﾊﾟﾈﾙ t=0.8加工

c fa

c fa

c c

e

e

d
渡り廊下

下地調整RB種･錆止めの上

DP(ﾌｯ素)塗替を行うこと。

b

b

b

b

ｱﾙﾐ水切り 仮撤去

上裏:大平板 t=5 目透かし VP 撤去

竪樋:塩ビ製 100φ 掴み金物:ｽﾃﾝﾚｽ製 撤去

軒樋:塩ビ製 150角 掴み金物:ｽﾃﾝﾚｽ製 撤去g

g

2
,
5
0
0 V3

B3

280

4
7
5

符号　　　上裏改修詳細図  　1/10a

廻縁:ﾋﾞﾆﾙ製撤去・新設

ｱﾙﾐ製水切り 撤去・新設

上裏:大平板 t=5 目透かし VP 撤去

ｹｲｶﾙ板 t=6 EP-G塗 新設

B3

鋼製ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

200×200×150 DP塗替

電線管 φ19×3本 DP塗替

電線管 φ19×1本 DP塗替
電線管 φ60×1本 DP塗替

電線管 φ19×1本 DP塗替

軒樋:塩ビ製 150角(前高) 掴み金物:ｽﾃﾝﾚｽ製 撤去

上裏仕上　凡例

下地調整RB種･錆止めの上、DP(ﾌｯ素)塗替

下地調整RB種･錆止めの上、DP(ﾌｯ素)塗替

ｱﾙﾐ水切り 復旧

ｹｲｶﾙ板 t=6 EP-G塗 新設

改修後

     (掴み金物:ｽﾃﾝﾚｽ製 @1000共)

軒樋:塩ビ製 150角 ｶﾗｰ新設

     (掴み金物:ｽﾃﾝﾚｽ製 @600共)

竪樋:硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ製 100φ ｶﾗｰ新設

     (掴み金物:ｽﾃﾝﾚｽ製 @600共)

軒樋:塩ビ製 150角(前高) ｶﾗｰ新設

安祥中学校校舎改修第２期主体工事

一級建築士事務所　愛知県（い-4）2327号

K-07

〇特記事項

　適切に処分すること。

※　　　はｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材を示す。

ｼｰﾘﾝｸﾞMS-2 20×10打ち替え



縮　尺

富　成　　篤　也

一級建築士登録第204451号

畑中建築事務所・・株式会社・

図面番号

設　計

工事名

図面名

日　付

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

1/50

記号・形式・・

場 所 ・ 数 量

形　　　状

改修内容
建具周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ打替

備考

格技場 建具表

格技場、格技場上部

1,500
4,640
1,500 1,500

9
0
0

70 70

建具周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ打替

AW

格技場

アルミ製　引違い窓

1,500

3
0
0

2か所

建具周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ打替

AW

格技場

アルミ製　引違い窓

1,450

3
0
0

6か所

建具周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ打替

格技場、格技場上部

9
0
0

1,4501,450
4,490

1,450 70 70

14か所

記号・形式・・

場 所 ・ 数 量

形　　　状

改修内容

備考

建具周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ打替

AW アルミ製　引違い窓

建具周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ打替

アルミ製　引違い窓AW

1,500

9
0
0

1,800

9
0
0

4か所 4か所

2a

3 4

AW アルミ製　引違い窓
1

AW
1

K
AW アルミ製　引違い窓
1a

AW
1a

K

防球格子：取外し・再取付　6か所防球格子：取外し・再取付　2か所

K K

更衣室 用具庫

防球格子：取外し・再取付　4か所 防球格子：取外し・再取付　4か所

2

ｶﾞﾗｽｼｰﾘﾝｸﾞ打替(内部・外部共) ｶﾞﾗｽｼｰﾘﾝｸﾞ打替(内部・外部共) ｶﾞﾗｽｼｰﾘﾝｸﾞ打替(内部・外部共) ｶﾞﾗｽｼｰﾘﾝｸﾞ打替(内部・外部共)

ｶﾞﾗｽｼｰﾘﾝｸﾞ打替(内部・外部共) ｶﾞﾗｽｼｰﾘﾝｸﾞ打替(内部・外部共)

スチール製　引分け戸
SD
K1

格技場

既設のまま

600

1,800

8
0
0

1
,
8
1
5

4か所

建具符号凡例

改修建具を示す。

改修及び

防球格子：取外し・再取付建具を示す。

※
※

※
※

K

※
※

既設のまま建具を示す。

6か所

安祥中学校校舎改修第２期主体工事

一級建築士事務所　愛知県（い-4）2327号

K-08



富　成　　篤　也

一級建築士登録第204451号

畑中建築事務所・・株式会社・

図面番号

設　計縮　尺

工事名

図面名

日　付

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

格技場 部分詳細図

屋根:不燃ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ葺き(防水ｼｰﾄ共) 既設のまま

　　 鉄網ﾊﾟｰﾗｲﾄﾓﾙﾀﾙ t=15下地 既設のまま

     木毛板+岩綿石綿板 t=30張 既設のまま

1/10 1/10軒先部改修詳細図（改修前） 大棟部改修詳細図（改修前）

1/10 1/10軒先部改修詳細図（改修後） 大棟部改修詳細図（改修後）

1/10

屋根:不燃ｱｽﾌｧﾙﾄｼﾝｸﾞﾙ葺き(防水ｼｰﾄ共) 既設のまま

　　 鉄網ﾊﾟｰﾗｲﾄﾓﾙﾀﾙ t=15下地 既設のまま

     木毛板+岩綿石綿板 t=30張 既設のまま

900

440460

軒先包み:塩ビ鋼板ﾊﾟﾈﾙ t=0.8加工

竪樋:塩ビ製 100φ

900

440460

竪樋:塩ビ製 100φ

掴み金物:ｽﾃﾝﾚｽ製撤去

掴み金物:ｽﾃﾝﾚｽ製撤去

軒樋:塩ビ製 150角(前高)新設

掴み金物:ｽﾃﾝﾚｽ製新設

掴み金物:ｽﾃﾝﾚｽ製新設

軒樋:塩ビ製 150角(前高)撤去

硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ t=25新設

改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ t=1.0新設

軒先包み:塩ビ鋼板ﾊﾟﾈﾙ t=0.8加工

         下地調整RB種･錆止めの上

         DP(ﾌｯ素)塗替

安祥中学校校舎改修第２期主体工事

母屋:75×45×15×2.3 @600

水切り金物:塩ビ鋼板 t=0.8加工

瓦棒葺き:ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.5新設

角型化粧ｷｬｯﾌﾟ:屋根同材新設

ｼｰﾘﾝｸﾞ 既設のまま

既設のまま

一級建築士事務所　愛知県（い-4）2327号

軒先ケミカル面戸

桟鼻キャップ：屋根同材

軒先唐草：屋根同材

エプロン：屋根同材

硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ t=25新設

瓦棒葺き:ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.5新設

改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ t=1.0新設

棟取付金具

棟包板：屋根同材

馳面戸（コーキング充填）

止面戸：屋根同材

K-09

Ａ Ｃ

ＣＡ

400400 400400

硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ t=25新設

瓦棒葺き:ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.5新設

改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ t=1.0新設

標準断面図 1/5

62
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富　成　　篤　也

一級建築士登録第204451号

畑中建築事務所・・株式会社・

図面番号

設　計縮　尺

工事名

図面名

日　付

縮尺はA1版に適応（A3版→50%縮小）

1/500仮設計画（参考）

工事対象建物を示す

仮囲いを示す(参考)

凡　例

工事作業員出入口

工事関係者搬出入経路動線

Ｎ

駐車スペース

北門

農
具
庫

用務員室

自転車置場

自転車置場

▽
隣
地
境
界
線

駐車場 自
転
車
置
場

浄
化
槽

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

▽
道
路
境
界
線

プール付属棟

市
道
天
草
庚
申
線

▽
道
路
境
界
線

市
道
安
城
天
草
1号

線

▽
道
路
境
界
線

市
道
安
城
天
草
2号

線

▽
道
路
境
界
線

テニスコート

部活棟

バスケットボールコート

屋内運動場

格技場

プール

ブロワー室

南棟

北棟 技術科棟

運動場

受水槽

正
門

市
道
安
城
城
南
線

資材置き場

仮設計画（参考） 　1/500

※資材搬出入時は施設管理者と協議の上、時間帯を考慮すること。

ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ(L=6000)を示す

西門

ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ設置

工事作業員出入口

(L=6000)

安祥中学校校舎改修第２期主体工事

一級建築士事務所　愛知県（い-4）2327号

K-10

　（外周にパネルフェンスを設置）
外部足場

　運動場内の資材置き場について、工事車両の駐車は不可とする。

パネルフェンスH1800

パネルフェンスH1800（足場外周）



01構造設計標準仕様1

　2.構造設計標準仕様及び各標準図

　1.構造図面に記載された事項

　4.国土交通大臣官房官庁営繕部監修「建築工事監理指針」

　5.日本建築学会の緒規準

　3.国土交通大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書」（以下「標準仕様書」と記す）

　優先順位は下記による

共通事項

１．建築物の構造概要

２．地　盤

構造設計標準仕様 (1)

愛知県安城町天草23 （1）建築位置

 （2）主要用途

 （3）工事種別 □ 新築　　□ 増築　　□ 改築

 （4）構造種別

□ 鉄筋コンクリート造□ 鉄骨造 □ 鉄骨鉄筋コンクリート造

□ プレストレストコンクリート造 □ 補強コンクリートブロック造 □ 木造

 （5）架構形式 X 方向　ラーメン構造 Y 方向　ラーメン構造

地上 4 階　　地下 - 階　　塔屋 - 階

 （7）屋上付属物

□ 高架水槽　　kN　　　□ キュービクル　　kN　　　□ 広告塔　　kN

 （8）特殊荷重

□ エレベータ　　kN　　　□ ホイスト　　kN　　　□ 受水槽　　kN

 （9）付帯工事 □ 擁壁 □ 門塀 □ その他（　　　　）

（10）増築計画 □ 有（　　　　　） □ 無

（11）構造設計ルート X 方向　ルート 3 Y 方向　ルート 3

 （6）階数

□ 壁式鉄筋コンクリート造

□ 有 □ 無）□ 無

□ 有 ）（ □近隣□敷地内

（1）地盤調査資料

□ ボーリング調査 □ サウンディング試験

□ 現場透水試験

□ 平板載荷試験

□ 液状化判定

□ 土質試験 □ 孔内水平載荷試験

（調査予定

（2）予定している地盤調査

□ 液状化判定□ 現場透水試験□ 水平地盤反力係数の測定□ 土質試験

□ 平板載荷試験□ サウンディング試験□ ボーリング調査

（3）設計後の地盤調査及び試験杭の結果によっては杭長、杭種、直接基礎の根入れ深さ、形状を

　　 変更する場合もある。

（4）標準貫入試験結果、土質構成 別添による

（2）セメント・粗骨材・追加材料

※1

1

2

3

4 Fc24

Fc21

Fc18

Fc15

普通ポルトランド

普通ポルトランド

普通ポルトランド

普通ポルトランド

5

5

5 AE減水剤

AE減水剤

AE減水剤

その他

混和材料

細骨材 粗骨材 軽量骨材

セメントの種類コンクリート

骨材の最大寸法　mm

表面活性剤

20(砕石)

25(砂利)

20(砕石)

25(砂利)

20(砕石)

25(砂利)

※1 細骨材の塩分が0.04％を越える場合はこれを使用しない。

　　（計画使用期間の級が長期の場合、0.02％以下とする）

　　流動剤使用の場合、ベーススランプ（　　）cm、打設地点でのスランプ（　　）cmとする。

　　セメントはJIS R5210を標準とする。

※2 高性能AE減水剤を用いたコンクリートは15分毎90分間の経時変化測定を実施すること。

　　Fc27以上は高性能AE減水剤を使用する。

※3 土間コンクリート、各階デッキスラブコンクリートには膨張材を20kg/m　添加する。3

構造体の総合的耐久性

構造体の計画供用期間の級は（　一般・標準・長期　）とする。

コンクリートの調合管理強度Fm=Fc+Sとする。ここでFcはコンクリート設計基準強度、Sは

構造体強度補正値とする。S値は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書

28 91
2

とする。

(建築工事編)」(平成31年版)による。また、暑中期間における構造体強度補正値　S　は 6N/mm

（3）鉄筋

□ 高強度せん断補強筋

種類

D19～D25

D10～D16

径

D29以上

継手

□ ガス圧接継手

□ SBPD1275/1420

□ SD345

□ SD390

□ KSS785

□ 異形鉄筋

図面指示

図面指示

図面指示

図面指示

使用箇所

□ 特殊継手

□ ガス圧接継手

□ 重ね継手□ SD295

6Φ□ SWM-B□ 溶接金網 図面指示 □ 重ね継手

□ 鉄筋は、JIS G 3112 の規格品を標準とする。施工は「標準仕様書」による。

□ 高強度せん断補強筋は、JIS G 3137 に規定される D 種 1 号適合品とする。

　 とする。

□ 柱の帯筋（HOOP）の加工方法は、

□ 鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは

　(1)(2)」による。

　「鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)(2)」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図

□ D19 未満はすべて重ね継手とする。継手(D19 以上)をガス圧接とする場合は、

□ ガス圧接完了後、試験を行う。各試験の箇所数は 1 ロット( 1 組の作業班が 1 日に行った

　 圧接箇所)に対して、下記の数とする。

□ H 型(タガ型) □ W 型(溶接型)

　(公社)日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書ガス圧接継手工事」による。

□ 外観試験：全箇所 □ 引張試験：3 本/ロット□ 超音波探傷試験：30 箇所/ロット

□ S 型(スパイラル型)

４．鉄筋コンクリート工事
日本建築学会建築工事標準仕様書・同解説

「JASS5」2018年版による

□ コンクリ－トは JIS 認定工場の製品とし、施工に関しては「標準仕様書」による。

□ セメントは、JIS R 5210 普通ポルトランドセメント又は JIS R 5211～5213 混合セメントA 種を

　 標準とする。

□ 調合計画は工事開始前にエ事監理者の承認を得ること。寒中、暑中、その他特殊コンクリートの

　 適用を受ける場合は、調合、打ち込み、養生、管理方法など必要事項について工事監理者の

　 承認を得ること。

□ フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術センターの

　 技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を

　 一回の測定ごとに撮影した写真（カラー）を保管し承認を得る。

　 測定検査の回数は、通常の場合、1日1回以上とし、1回の検査における測定試験は、

　 同一試験から取り分けて3回行い、その平均値を試験値とする。

□ 構造体コンクリートについて、現場の圧縮強度試験供試体（JASS5T 603）は、現場水中養生、

　 または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

　 一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた3台の運搬車からその必要本数を採取する。

　 なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、1回当り6本以上とし、そのうち4週用に

　 3本を用いる。

2

3

3 3

3　 また、打ち込み量が150m をこえる場合は150m ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。

　 設計基準強度が36N/㎜ を超える場合は、打ち込み量150m を100m と読みかえる。

□ ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリートの

　 自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。

　 ポンプ圧送に際して、コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有するものが

　 従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が25℃未満の

　 場合は150分、25℃以上の場合は120分以内とする。

□ 施工計画(コンクリート充填方法等)

　 ・打ち込み､締固め方法：JASS5-7節に準拠　

　 ・打継部の処理方法：JASS5-7節に準拠

　 ・養生方法､その他：JASS5-8節に準拠

（1）コンクリート使用材料の種類・品質

※2 ※3

2.3

2.3

2.3 18 50・55・60・65

50・55・60・65

デッキスラブコンクリート

Fc24

Fc24

1

2

3

4

W
使用区分

Fc/Lc

N/mm

水セメント比
下限値上限値

cm

スランプ

t/m 

土間コンクリート

捨コンクリート

2.3 50・55・60・65

※1
単位水量 セメント量

32 上限値(％)
（kg/m ）（kg/m ）33

15Fc21

Fc18 15

5 Fc24 柱・梁・スラブ・壁 2.3 18

18

185

185

185

185

270

270

270

270

50・55・60・65

基礎・基礎梁

基礎底版スラブ

Fc27以上の水セメント比は55％以下、Fc27未満の水セメント比は60％以下とする。

高性能AE減水剤はJISA6204とする。

JIS認定工場の製品とする。

所要空気量は、4.5±1.5％以下とする。住宅性能評価を適用する場合は4～6％とする。

※2 W:コンクリートの気乾単位容積重量（t/m ）3

2

※3 特記なき限りスランプはFc33以上の場合は21cm以下、Fc33未満の場合は18cm以下とする。

※1 Fc、Lcはそれぞれ普通コンクリート、軽量コンクリートの設計基準強度（N/mm ）を示す。

３．地業工事

支持層=

試験堀

mGL-根入れ深さ

長期許容支持力度

（1）直接基礎

□ 無

□ ベタ基礎□ 連続フーチング基礎□ 独立フーチング基礎

□ 無□ 有

kN/m □ 有載荷試験2

（2）地盤改良

　　 土間コンクリート下　

　　 基礎下（工法：　　　　　　　）

（工法：          )

検査・試験項目

□ 無

□ 試験杭（　1　ヶ所）□ 試験掘（　　　ヶ所）

□ 有（　　　ヶ所：　鉛直　水平　）

無溶接継手とした場合の工法名：

□ 無溶接継手□ アーク溶接

スクリューパイルEAZET工法同等（詳細は杭仕様による）

AKジョイント工法同等

工法：

　　 杭継手

　　 杭打ち検査

　　 載荷試験

試験掘長は、杭先端深さ+2mとし、本杭とは別位置とする。

ともに、位置、本数は図示により、図示のない場合は監理者の指示による。

本杭のうち2本は試験杭とする。

（3）既製杭

□ 無

工法:

拡底場所打ち杭工法は、日本建築センターの評定工法とする。

□ 無

□ 無

□ 無

□ 有

□ 有

□ 有

□ 有（　　　ヶ所：鉛直・水平）載荷試験

材料試験

杭打ち検査

孔壁検査

検査・試験項目

（4）場所打ち杭

□ 不要□ 要施工要領書

□ 不要□ 要専任技術者の常駐

（5）その他

適用する箇所は　　印を記入する。□

アーク溶接とした場合、施工に先立って溶接工の技量資格について監理者の承諾を受ける。

検査・試験方法等の詳細は、日本建築学会建築基礎構造設計規準・同解説による。
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EVシャフト
杭工事着手前に施工計画書を作成する。工事監理者に施工計画書を提出し、計画の内容

について説明を行う。

杭工事の進捗に応じた施工記録を工事監理者へ提出し、施工状況の説明を行う。

杭の水平方向の位置ずれの許容値は、直交する2方向それぞれについて100mm以下とする。

100mmを超えた場合は、工事監理者の指示を受ける。

杭の傾斜は1/100以下とする。

高止まり、低止まりが生じた場合は、工事監理者及び構造設計者の指示を受ける。

   (ロープ式)

調合管理強度は 品質基準強度 + 温度補正値 とする。



□　材料　　合板厚 12mmを標準とする。

(4) 型　枠

□　型枠存置期間

構造設計標準仕様 (2)

早強ポルトランド

セメント

せ　き　板 支　保　工

スラブ下 梁下スラブ・梁下基礎、梁側、柱、壁

混合セメントのＡ種 混合セメントのＡ種

セメントセメントセメントセメントセメント

早強ポルトランド 普通ポルトランド 左記の全ての 普通ポルトランド 左記の全ての

取外後

支保工

依る場合

圧縮強度に

依
る
場
合

材
齢
に(

日)

Fcの100%

2Fcの85％以上又は12N/mm 以上、

かつ、施工中の荷重及び外力に

ついて、構造計算により安全で

あることが確認されるまで。

5 N/mm
2

5 8

53

2 3

12

15 28

25

178

285℃以上

15℃以上

0℃以上

※6 上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

　　一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

※5 支柱の盛りかえは、小ばりが終わってから、スラブを行う。

※4 盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

※3 支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

※2 大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。

※1 片持ばり、庇、スパン9.0m以上のはり下は、工事監理者の指示による。

（5）コンクリートブロック

□ C 種□ B 種□ A 種種類

□ 190□ 150□ 120□ 100

位
部

類種

セ
メ
ン
ト
の
種
類

平
均
気
温

存
置
期
間
の

　※設計が該当する場合には、□にチェックを記入する。

　・建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

令129条の2の3の事項

　 おそれのないものとすること。

□ 建築設備(昇降機を除く)、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽の

□ 屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は

　 建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、

　 緊結すること。

□ 煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は

　 無筋コンクリート造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90cm以下とすること。

□ 煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした

　 鉄筋コンクリート造又は厚さが25cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくは

　 コンクリートブロック造とすること。

□ 建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

□ 風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない

　 構造とする。

□ 建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを

　 設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

□ 管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、

　 伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

□ 管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等

　 有効な地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

□ 給湯設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食または腐朽のおそれのないものとすること。

　 また、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない

　 構造とすること。

　 震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

□ 法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他

　 これらに類するものにあっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の

BCR295

BCP325

MBLT-0052

認定番号材料・工法認定番号

S10T

F8T

MSTL-0039,MSTL-0325

MSTL-0003,MBLT-0104

MBLT-0050

FP060FL-9095

材料・工法

MSTL-0141、0142、0401

アンカーボルト

ベースプレート

MSTL-0277、建設省栃住指発第41号

合成スラブ

□ 溶接部の検査（検査結果は工事監理者に報告すること）

（6）接合部の検査

□ 完全溶込み溶接部

□ 全ての溶接部

検査率又は検査数

15％ , 10％

15％ , 10％ , AOQL第6水準4％

　　個

社内

100％

100％

　　個

第三者

第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入検査を代行させるために

自ら契約した検査会社をいう。

検査方法検査箇所

超音波探傷試験

外観（目視）検査

マクロ試験・その他

第三者検査機関名

注）現場溶接部は超音波探傷試験を 100％行う事。

□ 鉄骨部材には、既存建物や解体現場等で得られた使用部材（リユース部材）を構造設計者の

　 承諾のもと、全部または一部に使用してもよい。

　 品質の確認については日本建築学会「鋼構造環境配慮設計指針(案)」による他、施工手順

　 については日本建築学会「建築部材のリユースマニュアル・同解説」を参照とする。

（8）リユース

　 する。錆止めぺイントは、JIS K5674、2 回塗りを標準とする。

　 同じ錆止めペイントを使用し 2 回塗りとする。

□ 防錆塗装の範囲は、高カボルト接合の摩擦面及びコンクリ－トで被覆される以外の部分と

（7）防錆塗装

□ 現場における高カボルト接合部及び接合部の素地調査は入念に行い、塗装は工場塗装と

□ 摩擦接合面の処理は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書

□ 高カボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し、締付けの順序は部材が

　 十分密着するよう注意して行う。また、締付けは一次、二次締めとする。締付け後の検査

 　は各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。

　 (建築工事編)」(平成31年版)による。

□ 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。設ける場合は設計者の承認を得ること。

□ 設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

□ 床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの 1/3 以下とし管の間隔を管径の 3 倍

６．設備関係

　 以上かつ 5cm 以上を原則とする。

□適用する箇所は　　印を記入する。

５．鉄骨工事

□ 日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

□ 鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

（1）鉄骨工事は指示の無い限り下記による。

□ 製作工場( R グレード以上の認定工場とする)

□ 工作図 □ 施工計画書□ 製作要領書

□ 材料規格証明書または試験成績書

□ 社内検査表

（2）工事監理者の承認を必要とするもの

（3）使用材料
※詳細は各リストによる

JIS 規格品とする。

□ SN490B

□ BCP235□ BCP325

□ SN490B

□ SN400B

□ SS400

□ SN400B

□ ABR490

□ STK490

□ SM490A

□ STKR400

□ SS400

通しダイアフラム

ベースプレート

アンカーボルト

内ダイアフラム

アンカーボルトベースプレート

胴縁、母屋、窓枠

水平ブレース、壁面ブレース

□ SM490A

□ SM490A

□ SN490B

種類

□ ABR400

□ SN490B

□ STK400

□ SS400

□ BCR295

間柱 (P)

柱 (C)

使用箇所

□ SS400

□ SSC400

□ SS400

□ SS400

□ SS400□ STKR400

□ STK400

□ SS400

□ SN400B

□ SS400

Ｈ形鋼

円形鋼管

角形鋼管

角形鋼管

Ｈ形鋼

円形鋼管

□ SN490C

大梁

小梁

□ S10T □ F8T（亜鉛メッキ部）

□ JIS B1198

□ SS400

□ F10T

□ スタッドボルト

□ 中ボルト

□ 高力ボルト

（4）ボルト

　ガスシールドアーク溶接に使用する溶接ワイヤは YGW-11 または YGW-18 のJIS規格品とし、

（5）溶接工作

　溶接工作は設計図・国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)」

　溶接施工条件は下表による。また、その他のワイヤを使用する場合は監理者の承認を受けること。

　(平成31年版)、日本建築学会編「溶接工作規準・同解説」による。

2

2

2

入熱（KJ/cm）パス間温度（℃）溶接材料鋼材の種類

490N/mm　級

400N/mm　級 40以下350以下

YGW-11

YGW-18

YGW-11 250以下 30以下

40以下350以下YGW-18

520N/mm　級 YGW-18 250以下 30以下
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図

1　一般事項

　記号は下記を適用する。
　　d：異形棒鋼の呼び名に用いた数値　Φ：直径
　　@：間隔　　r：半径　Lo：部材の内寸法距離　ho：部材間の内法高さ
　長さ、厚さの単位は特記なき限りmmとする。

3　鉄筋の加工

　鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所は、表3.1及び表3.2を標準とする。

表3.1　鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所（中間部）

折曲げ内法直径(D)

4d以上3d以上

8d以上6d以上4d以上

－

折曲げ図 使用箇所

D19～D25 D29～D38D16以下

SD295A,SD345,SD390(注)

d

d

D

スパイラル筋
あばら筋、帯筋

その他の鉄筋

90°未満

（5d以上）（6d以上）（8d以上）

折曲角度

2　鉄筋のかぶり及び間隔

2.1.最小かぶり厚さ

あり なし

有効な仕上げ

20

30 30屋内

屋外

40

30 40
土に接しない部分

耐久性上

基本仕様

柱・梁
耐力壁

擁壁・耐圧スラブ

柱・梁・床スラブ
壁・布基礎立上り部分

基礎・擁壁・耐圧スラブ

床スラブ・屋根スラブ
非耐力壁

土に接する部分

30

40*

60*

　鉄筋の最小かぶり厚さは、表2-1とする。ただし、柱及び梁主筋にD29以上を使用する
　場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。
　また設計かぶり厚さ＝最小かぶり厚さ＋10mmとする。

構 造 部 分 の 種 別

 1  ＊印かぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。

    「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でない

　　仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

 3  スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリート

 4  杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からの寸法とする。

 5  塩害のおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。

　　の厚さを含まない。

 6  住宅性能評価を適用するもので、水セメント比が55%以下の場合は、上記表＋10mmとする。

2.2.鉄筋間隔

あ　　き

［注］　D:鉄筋の最外径　　d:鉄筋径

・呼び名の数値dの1.5倍
・粗骨材最大寸法の1.25倍又は
　25mmのうち大きいほうの数値

あき DD

間隔

異形鉄筋

表2-1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ(単位:mm)

折曲げ内法直径(D)

使用箇所折曲げ図 SD390

3d以上 4d以上 5d以上

3d以上 4d以上

4d以上3d以上

3d以上 4d以上

D16以下 D19～D38 D19～D38

あばら筋

杭基礎のベース筋

スパイラル筋
あばら筋、帯筋、

柱、梁の主筋

4d以上 D

4d以上

8d以上

d

d

d

6d以上

4d以上

Ｔ形及びＬ形の梁の

d

d

D

D

D

D

幅止め筋

135°90°

180°

135°

及び90°

135°

90°

SD295A,SD345

5d以上

5d以上

5d以上

折曲角度

表2-2　鉄筋のあき

4　鉄筋の継手及び定着

　　重ね継手長さは、表4-1以上とする。

表4-1　鉄筋の重ね継手長さ

鉄筋種類
設計基準強度
Fc(N/mm )2

18
21

24～27
30～36

SD295A

L1（フックなし） L1h（フックあり）

45d 35d
40d 30d
35d 25d
35d 25d

4.1.重ね継手

　　 5 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする。

　　 3 特記なき限り、D35以上の異形鉄筋には、原則として重ね継手を設けてはならない。

[注] 1 末端のフックは継手長さに含まない。

　　 4 軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えた値とする。

39～45
48～60

30d
30d

20d
20d

　　　（但し、Fc36以下の場合のみ適用）

（1）ガス圧接継手仕様は、「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

ガス圧接形状
3mm以下

θ

θ＞80゜

Hd

H=1.4d以上（1.5d以上）

L=1.1d以上（1.2d以上）

偏心はd/5以下

4.3.圧接継手 4.4.重ね継手（下図のいずれかとする）

L

a≧400 0.5L1以上

L1 L1

0.5L1

圧接面のずれはd/4以下

＊(　)内の数値はSD390を示す。

（2）鉄筋径の差が7mmを超える場合は、圧接としてはならない。

L1

4.2.ガス圧接継手

4.5.鉄筋の定着長さ

　鉄筋の定着長さは表4-2とする。なお、仕口内に縦に折曲げて定着する鉄筋の定着長さLが、

　表4-2のフックあり定着長さを確保できない場合は、全長をフックなし定着の長さとしかつ、

　余長を8d以上、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを20d（かつ、梁主筋の柱内定着に

L

20d L2

余長

＜柱内折曲げ定着の

L

20d L2

余長

＜小梁及びスラブの上端筋の

　おいては、原則として、柱せいの3/4倍以上）のみ込ませる。

    投影定着長さ＞ 梁内折曲げ定着の投影定着長さ＞

  1 末端のフックは定着長さに含まない。

  5 大梁主筋の柱梁仕口部内の中間折曲げ定着にあっては、表中の定着長さに関わらず、

　　 のみ込ませ、かつ、折り曲げた先の直線部の長さ（余長）8d以上とする。

  2 耐圧スラブ及びこれを受ける小梁の下端筋の定着長さはL2とする。

  4 軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えた値とする。

  6 小梁筋の梁内の中間折曲げ定着にあっては、表中の定着長さに関わらず、梁中心を

　　 越えてから折り曲げ、余長8d以上とする。

鉄筋
設計基準強度
コンクリート

18
21

24～27
30～36

フックなし フックあり

L2
L3

小梁下端筋 スラブ下端筋
L2h

L3h

小梁下端筋 スラブ下端筋

18
21

24～27
30～36

21
24～27
30～36

40d

20d

35d
30d
30d

40d
35d
35d
30d

40d
40d
35d

かつ
10d

150mm
以上

10d

30d
25d
20d
20d

30d
25d
25d
20d

30d
30d
25d

-

  7 La:梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。

　  （片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

39～45
48～60

25d
25d

15d
15d

39～45
48～60

39～45
48～60

30d
25d

35d
30d

20d
15d

25d
20d

表4-2　鉄筋の定着の長さ

SD295A

SD345

SD390

　※片持ち小梁及び片持ちスラブの場合は、20d及び10dを25d以上とする。

種類

　　（但し、Fc36以下の場合のみ適用）

　　 投影定着長さ（仕口面から折曲げ部の鉄筋外面までの水平長さ）を柱せいの3/4倍以上

　　 (基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。)

  8 Lb:小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着投影長さ。

  3 小梁及びスラブの下端筋の定着長さはL3とする。

　　 ※片持梁・片持ちスラブの下端筋を定着する場合は、25d以上とする。

L1 L1h

40d
35d
35d

45d
40d
35d

45d
40d

30d
25d
25d

30d
30d
25d

35d
30d

50d 35d

50d

45d

35d

35d

Fc(N/mm )2

30d
30d

30d
35d

40d
35d

20d
20d

25d
20d

25d
30d

5　基礎及び基礎梁の配筋

5.基礎

1)土に接する部分の柱は、10mm以上コンクリ－ト増打とする。(各基礎共通）

2)基礎地業は捨コンクリ－ト50mm、敷込み砂利（割栗）60mm以上とする。(各基礎共通）

中心線

15d

(1本の場合) （基礎梁に定着する場合）

L2
基礎梁
コンクリ－ト面

はかま筋の形状

基
礎
筋

は
か
ま
筋

15d

5.1.直接基礎

はかま筋 D13@300

10

100

はかま筋のない場合 はかま筋のある場合

40
d

偏心基礎は下端筋元端40d立上げとする。

（杭基礎も同様）

10
0
70

20
do

d ：基礎筋の径
do：基礎筋、はかま筋の細い方の径

Lo≧100かつ4d+70以上

5.3.杭基礎

20d

はかま筋 基礎筋

20d

へりあき

20
d

4dまたは180°フック付

Lo

5.4.べた基礎

S/4 S/4

S/4 S/4
S(短辺方向)

L/
2(
長
辺
方
向
)

S/2
50 15d 15d 50

S/
4

下端筋 上端筋

≒150

L2

L2

L2

3*
1

L2

L2
最終端 連続端

基礎梁との定着

*3以下の場合、設計図書による
≒150

L2

15d 15d

コンクリ－ト上端テ－パ－の取り方

1)配筋要領は、直接基礎に準ずる

100
D13(腹筋とかねてよい)

5.2.連続基礎

はかま筋のない場合 はかま筋のある場合

　(a)独立基礎の基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手・定着及び余長は、図5.1による。

5.5.基礎梁　

図5.1　主筋の継手・定着及び余長(その1)

L2

L2

Lo/4

継手長さ

Lo/2

Lo

Lo/4

≧100

15d(余長)

継手長さ

（構造スラブ及び土間コンクリートが付く場合）

L2

L2

20d(余長)

 2  　　は、継手及び余長位置を示す。

 1 図示のない事項は、7.1による。

 3 　　　継手の好ましい位置を示す。

 4 　　　継手の好ましくない位置を示す。

　(b)連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手・定着及び余長は、図5.2による

L2

L2

継手長さ

Lo/4

Lo

継手長さ
注 5 

20d(余長)

Lo/2Lo/4

15d(余長)

L2

L2

（耐圧版がつく場合等）

図5.2　主筋の継手・定着及び余長(その2)

 6 破線は柱内定着を示す。

 5 梁主筋のみ込み長さは、柱せいの3/4倍以上

 7 上記註釈は図5.1、図5.2共通事項とする。

5.6.梁貫通孔　

梁筋が2段筋の場合:h≧φかつ250程度

原則として、梁貫通孔を

設けることができる範囲

D

D

D

梁筋が1段筋の場合:h≧φかつ175程度

h

h
D/3以下

貫通孔の間隔

3(φ1+φ2)
2

梁に平行に 以上

φ2φ1

(a)梁貫通孔配置可能範囲は、図5.3による

図5.3　梁貫通孔配置可能範囲(基礎梁を除く)

(b)梁貫通孔の補強

・設計図に特記なき限り、下記による。

(1) 既製品(建築センターの評価を受けたもの)とし、計算書提出の上、構造設計者の承諾を

(2) 孔の径が梁せいの1/10以下かつ150mm未満のものは、補強を省略する事ができる。

図6.1　柱主筋の継手・定着及び余長

柱主筋の継手・定着及び余長は、以下による。

6　柱の配筋

6.1　柱

 2 隣り合う継手位置は、4.1～4.4 による。

 3 継手・定着は、すべての階に適用できる。

 1 柱四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び

(b)継手・定着及び余長は図6.1による。ただし柱頭定着長L2が確保できない場合特記による。

(a)継手中心は、梁上端から500mm以上、1,500mm以下、かつ3ho/4以下とする。(hoは柱の内法)

かぶり厚さ

が多い場合
上階の鉄筋

15
d

が多い場合
下階の鉄筋

15
d

L2

定着

L2

ho
≦
3h
o/
4

ho

ho
/2
+1
5d

≦
3h
o/
4

継手

L2

L2

ho
/2
+1
5d

ho

≧150

1,
50
0以

下
50
0以

上
か
つ

≧150

1,
50
0以

下
50
0以

上
か
つ

表6.1　帯筋組立の形

　　(5)高強度せん断補強筋の場合は、認定条件による。

　　(3)溶接する場合の溶接長さLは、両面フレア溶接の場合は5d以上、片面フレア溶接の

　　(2)H形の135゜曲げのフックが困難な場合は、W‐I形とする。

　　(4)SP形において、柱頭及び柱脚の端部は、1.5巻以上の添巻きを行う。

　(b)帯筋組立の形は表6.1による。

　　　 場合は10d以上とし、組立前に行う。

　　(1)構造図面に特記がなければH形とする。

　(a)帯筋の種類及び間隔は、構造図面による。
6.2　帯筋

（イ）

H形

（ハ）

（イ）

d

≧6d

（ニ）
≧8d

（ハ）

L（ロ）

（溶接を行う）

（ロ） （イ）L

W‐I形

L ≧40d

（ロ）
≧6d

（ロ）

L

（スパイラル筋）

P@
P@

≧6d

SP形

P@
P@

（イ）

≧6d

丸形

　 最上階の柱頭にある場合は,フックを付ける。

   とする。

　(c)フック及び継手の位置は交互とする

図6.2　帯筋の割付け

　(d)一般部の帯筋の割付けは、図6.2による

帯筋

梁面より割付ける

1.5P2@

P2@

P1@

1.5P1@

1.5P1@

同径2本重ねたものとする。
一般の帯筋より1サイズ太い鉄筋又は
上下の柱断面寸法が異なる場合、帯筋は、

 1 図示のない事項については、一般の場合に同じとする。

 2 柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P1@

　 または1.5P2@とする範囲は、その柱に取り付くすべての

　 梁を考慮して適用する。なお、P1@、P2@の帯筋間隔は

　 構造図面による。

a1L2

D16

300

ニ方向の増打
以下
300

30
0

[注] 70≦a・a1・a2≦200の場合

a

a

6φ @1,000

4d

a

a

a

4da

[注]aは表2-2 鉄筋のあき寸法を確保する。

6φ @1,000

図6.4　二段筋の保持

200mmを超える場合は特記による。梁及び耐力壁の鉄筋定着長さは、増打部分を除いて算定。

6.3　柱の絞り

　柱の絞りは図6.3による

6.4　二段筋の保持

　二段筋の保持は図6.4による

6.6　柱の増打補強

L2

帯筋と同径、

同材質、同間隔

a2

増打部分

D16

一方向の増打
図6.5　柱の増打

柱の増打補強配筋は図6.5により、増打幅が70mm以上かつ200mm以下の場合に適用する。

柱の帯筋より1サイズ太い鉄筋

又は同径を2本重ねたものとする。

図6.3　柱の絞り

以下
300
以下

300
以下

300
以下

増打部分

L2
a 以

下
30
0

以
下

7　梁の配筋

7.1　大梁

　　(1)継手中心位置は、次による。

　　　　上端筋：中央Lo/2以内とする。

[注]上階に柱がある場合の定着

図7.1　梁主筋の梁内定着

　　長さはL2とし15dは省略できる

　　　　上端筋：曲げ下す

　(a)大梁主筋の継手及び定着の一般事項

　　　　下端筋：柱面より梁せい(D)以上離し、Lo/4を加えた範囲以内とする。

　　(2)継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図7.2による。

　　(3)梁主筋は、原則として柱をまたいで引き通すもの(図7.1)とし、引き通すことが

　　　 できない場合は(4)により柱内に定着することができる。

　　(4)梁主筋を柱内に折曲げて定着する場合は次による。

　　　　下端筋（一般）：原則、曲げ上げる

　　　　下端筋（ハンチ付き）：曲げ下す

　　(5)梁にハンチをつける場合、傾斜は構造図面による。

　　(6)段違い梁は、図7.3による。

梁

15d

L2

柱

梁

図7.2　大梁の重ね継手・定着及び余長

L2

Lo/4

L2

L2
15d(余長)15d

DLo/4

継手長さ

L2

15d(余長)

Lo/2

最上階

注 4 
L2

L2

L2

L2

Lo/4

一般階

D

L2

二段筋

継手長さ

20d(余長)20d

20d(余長)

L2

 2 図中のP@は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

[注]

　(c)あばら筋の割付け

小梁、耐力壁及びスラブの鉄筋の定着長さは、増打部分を除いて算定する。

　(d)腹筋及び幅止め筋

図7.4　あばら筋組立の形

　　 (1)間隔が一様でハンチのない場合は、図7.5による。

図7.5　あばら筋の割付け

図7.6　腹筋および幅止め筋

7.3　梁の増打補強
梁の増打補強配筋は図7.7により、増打幅70mm以上かつ200mm以下の場合に適用する。

図7.7　梁の増打配筋

≧6d

≧8d

≧6d

≧8d ≧8d

(ロ) (ハ) (ニ)(イ)

≒30 ≒30≦P@
P@

D

幅止め筋

腹筋
D 2-D10

600≦D＜900

あばら筋と同径、

a
L2

b

b

aL2 a2

a1 b

L2

L2

同材質、同間隔

L2
a

b≦350の場合 2-D16
b＞350の場合 3-D16

あばら筋と同径、
同材質、同間隔

D16

70≦a・a1・a2≦200の場合

7.2　あばら筋等

　(a)あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項

　　(1)あばら筋の種類、径及び間隔は、構造図面による。

　　(2)腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150㎜程度とする。

　　(3)壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは特記による。特記なき場合は、L2とする。

　　(4)幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10@1,000程度とする。

　(b)あばら筋組立の形及びフックの位置

　　(1)形は、図7.4(イ)とする。

　　　ただし、L形梁の場合は(ロ)または(ハ)、T形梁の場合は(ロ)～(ニ)とする。

　　(2)フックの位置

　　　a.(イ)の場合は交互とする。

　　　b.(ロ)の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。

　　　c.(ハ)の場合は床版の付く側を90゜折曲げとする。

　　(3)高強度せん断補強筋の場合は、認定条件による。

900≦D＜1,200

1,200≦D≦1,500

　　(1)腹筋及び幅止め筋は、図7.6による。

2-D13
≦300

≦300

≦300

≦300

≦300

壁梁の場合

200mmを超える場合は、構造図面による。

b≦350の場合 2-D16

b＞350の場合 3-D16

腹筋は、7.2による

2-D13

2-D13

2-D13

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

吊上げ筋は、あばら筋より1サイズアップ、

または同径2本重ねとする。

D≦100

梁

柱

梁

e

D D

e

e

(ロ)　e/D≦1/6

直交梁の梁筋と干渉する場合は、

(イ)　D≦100
吊上げ筋

破線の納まりとする。

 3 破線は、柱内定着の場合を示す。

 2 　　　印は、継手及び余長を示す。

 4 投影定着長さ(水平直線長さ+曲げ内法寸法+鉄筋径)は、柱せいの3/4倍以上とし、かつ、

 5 梁筋カットオフ位置は構造図面による。構造図面にない場合は上図による。

 1 梁主筋の重ね継手が、出隅及び下端の両端にある場合(基礎梁を除く)はフックを付ける。

　 折曲げた先の直線部の長さ(余長）8d以上とする。

あばら筋と同径、
同材質、同間隔

図7.3　段違い梁D

e

e

e

(ハ)　e/D＞1/6

記載なき定着長さはL2とする。

一般階
最上階

8d以上

D

L2

e

8d以上

最上階の場合は、垂直長さをL2とする。

[注]

 2 　　　　　印は、余長位置を示す。

7.4　小梁

（a）小梁主筋の継手・定着及び余長は図7.8による。

 1 図示のない事項は、5.3及び7.1に準ずる。

     2 　　　印は、余長位置を示す。

[注] 1 図示なき事項は、5.3及び7.1に準ずる。

図7.8　小梁主筋の継手・定着及び余長

L2
L3

15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)

15d(余長) 15d(余長) 15d(余長) 15d(余長) L2(定着)

7Lo/12Lo/6 Lo/4 Lo/4 Lo/2 Lo/4

外端 連続端 連続端

Lo/2Lo/4 Lo/4Lo/4Lo/2Lo/4

Lo Lo

立面平面

L2 L3

下端筋

上端筋

　(b)あばら筋は、7.2による。

　(c)増打補強は、7.3による。

　(a)片持梁主筋の定着及び余長

 2 　　　　　印は、余長を示す。

 3 先端の折曲げ長さは、梁せいから

　 かぶり厚さを除いた長さとする。

 4 梁筋を引き通さない場合は、取合い

　 部材に定着する。ただし、柱に取り

7.5　片持梁

図7.9　片持梁主筋の定着及び余長

　　a-1.先端に小梁のない場合は、図7.9による。  1 図示のない事項は、7.1による。

9.1　スラブ

　スラブの配筋は次による。

　　(1)配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。

　　(2)鉄筋の重ね継手長さは、L1とする。

9　スラブの配筋

15d
L2

25d以上

2L/3

片持梁筋折下げ

片持梁

片持梁筋折下げ

先端小梁

片持梁
L2

L2

　 合う場合は、全数を引き通せる場合

　　(b)あばら筋は、7.2による。

　　(c)増打ち補強筋は、7.3による。

[注] 1 図示のない場合は、a-1による。

　　 2 先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

　　 3 先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。
図7.10　片持梁主筋の定着

小梁連続端部小梁外端部

垂直断面水平断面

先端小梁(頭つなぎ梁)

　　(3)定着および継手は図9.1による。

45°

[注]

　 でも上端筋は、2本以上を柱に定着。

　　a-2.先端に小梁がある場合は、図7.10による。

直交する梁への定着

8.1　壁

8　壁の配筋

(a)一般事項

  (1)壁筋の定着長さはL2とする。

  (2)上下階で連続する壁においては梁上で継手を設け、継手長さはL1とし、継手位置が

     一直線にならないようにする。

  (4)外壁における開口部補強は、設計図書による補強筋のほかに溶接金網を入れる。

    （斜め筋、溶接金網とも壁主筋の内側に配筋し、壁厚150以下はシングル、

  (6)柱内への定着も同様とする。

  (5)地下壁縦筋外側鉄筋の定着は、基礎梁底または底盤コンクリート天端までとする。

  (7)壁に配管類などを埋め込む場合、管径は壁板内外配筋の中間に収まる寸法とし、

     配管類に対するかぶり厚さおよび配管類間のあきは、30mm以上とする。

  (3)幅止め筋は、縦横ともD10 @1,000程度とする。

(b)柱・梁・床への定着は図8.1による。

図8.1　柱・梁・床への定着

    a区間は通し配筋でもよい。

L2
か
つ
D/
2以

上

(1)梁への定着
L2かつD/2以上

L2

(2)柱への定着（平面）

15
0程

度
L2

(3)床への定着

D13

D13

a
L2

L2 L2

D

150 L2

継手位置は原則として下表による。

A C

図9.1定着及び継手

上端筋

下端筋 短辺・長辺方向

長辺方向

短辺方向

標準継手位置

B

B

A A

A

A

B

C C

CC

LX

LX
/4

LX
/4

LX/4LX/4

LY

L2

15d

15d

L3

L2

L3

受け筋(D13)

　　 2 出隅受け部配筋は柱又は梁にL2定着する。

出隅受け部配筋

9.2　スラブの補強

(a)屋根スラブの補強

図9.2　出隅及び入隅部の補強配筋

(b)出隅部

（2）出隅受け部分（図9.3の斜線部分）の補強筋は構造図による。

図9.3　片持スラブ出隅部の補強配筋

10　その他の配筋

10.1　土間コンクリート

(a)軽作業の土間

　土間コンクリートの補強配筋は図10.1による。

図10.1　土間コンクリートの補強配筋

D10 @200

シングルクロス

D13 @200
600□

1-D13

300

出隅部分の補強筋 出隅受け部分

出隅部

一般スラブ配力筋補強筋の定着
L1

A

A

A/2A/2

L3

[注] 1 A≧Bとする。

[注]A≧Bとする。

5-D10(  =1,500)

5-D10(  =1,500)

　屋根スラブの出隅及び入隅部分には、

（1）補強の配筋は特記による。特記がなければ、D10 @100ダブルとする。配筋方法は図9.3による。

A/
2

L1

A/
2

B B

L3

出
隅
部
分
の
補
強
筋

(b)鉄骨柱の土間へのアンカー (c)RC間仕切壁の土間へのアンカー

30
0
t

t
t

　図9.2により、補強筋を上端筋の下側に配置する。

（1）特に対策を講ずる場合以外は、原則として周囲を柱・梁・床組・誘発目地など
　　で囲まれた1枚の壁の面積が,25㎡以下となるよう誘発目地を設ける。

≦25m2

1.5m
以下

一般的なとり方

柱ぎわに目地を設ける場合

誘発目地

Lo

≦1.5m

1.5m
以下

（4）誘発目地部分の鉄筋は目地底より最小かぶり厚を確保するものとする｡

（2）架構より突出したバルコニー、腰壁、垂れ壁等には

Ho

Lo

Lo Lo

t

d1
d2

増打厚

d1 + d2
t

≦1/41/5≦

　　誘発目地間隔は3ｍ以内とし、位置は監理者と打合せによる。

（3）誘発目地は、原則として目地による壁断面の欠損率を

　　 施工時の実壁厚に対して1/5～1/4とし、壁の両面から

     場合、構造設計者の承諾の上、欠損率は1/5程度に

10.2 誘発目地・ひび割れ補修

      幅0.2mm以上のひび割れは補修すること。また、幅0.2mm以下のひび割れであっても、監理者が

10.3　ひび割れ補修

　　　必要と判断した場合は補修を行うこととする。補修方法は監理者と協議し決定すること。

     原則として3ｍ程度以内の間隔で誘発目地を設ける。

     欠き込むものとする。ただし、耐力壁に目地を設ける

     とどめるものとする。

誘発目地
≦25m2

出隅部分補強配筋

10.4　あと施工アンカー　引張力が働く場合には、あと施工アンカーの使用は不可とする。

10.5　土間コンクリートは接続する梁(基礎梁等)に、増打補強を配筋し、梁と一体化する。

10.6　基礎梁等にラス型枠を使用する場合は、片側の増打を+10㎜ずつとする。

[注]

［注］

[注]

　  得る事。

[注]

[注]

[注]

 1 あばら筋は、柱面の位置から割付ける。

[注]

     180以上はダブルとする。）

DL2 L1

D

e

150以下
e＞D/6e≦D/6

梁

柱

梁

柱
e

D
L t=

12
0

L2

L2
1-D13※

L2 2-D13※

1-D13※

L2L2

1-D13※

継手L1 

図8.2　壁の交差部及び端部の配筋

(c)壁の交差部及び端部の配筋は、図8.2による。

1-D13※

※鉄筋径は壁筋の1サイズアップとする。

シングル配筋 ダブル配筋

　　 2 径の異なる鉄筋の重ね継手の長さは細い方のdによる。

 2 

表3.2　鉄筋の折曲げ内法直径及びその使用箇所（末端部）
[注]SD390は、使用箇所がその他の鉄筋の場合に、（）内を適用する

注 5 注 5 

注 5 

注 5 

注 5 
注 5 

注 5 

注 4 

注 4 

注 4 

注 4 注 4 

注 4 

注 4 

03鉄筋コンクリート構造配筋標準図 -
-ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　／　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

製作年月 変更年月 図面番号

縮　　尺図面名一級建築士事務所

工事名設計者名・登録番号 照査技術者

設計担当者現場代理人又は主任技術者

一級建築士登録　第　364056　号

愛知県知事知事登録　(いー3)第1535号
SA1:

A3:

安祥中学校校舎改修第2期主体工事

慎　蒼榕

R5.1構造設計　　株式会社日総建　大阪事務所

一級建築士　第316092号　　中田　亨



補強筋 D10 @250ダブル

上端筋 D10 @100

下端筋 D10 @100

L-75x75x6 @600

ハンチ勾配は 1:4以上 の緩勾配とする。

4 以上
1

・補強プレートの厚さは

　（両面プレートによる補強が望ましい）

・φ≦0.4Dとする。

両面の場合 2t1≧ウェブ厚

片面の場合　t2≧ウェブ厚 とする。

・計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくて良い。

（ニ）ノンスカラップ工法
θ

θ：開先角度

Ｇ：ルート間隔

G

裏当て金

PL-9
小梁GPL-9 HTB 2-M16

大梁

GPL-9 HTB 2-M16
PL-9

（1）材料及び検査

　（a）使用材料は構造設計標準仕様による。

　（b）本標準図は、鉄骨工事に適用し鋼材の厚さが 40㎜ 以下のものを対象とする。

　（c）社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法・精度及びその他の結果を添付する。

（2）工作一般

　（a）鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る。

　（b）鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による。

　（c）高張力鋼の歪み矯正は、冷間矯正とする。

（3）高力ボルト接合

 　　　本締めに使用するボルトと仮締めボルトの兼用はしてはならない。

（4）溶接接合

　（a）溶接技能者

 　　　溶接技能者は施工する溶接に適用するJIS　Z3801（手溶接）又はJIS　Z3841（半自動溶接）

　　　 の溶接技術検定試験に合格し引き続き、半年以上溶接に従事している者とする。

　（b）溶接機器

(イ)交流アーク溶接機　300A～500A　

(ハ)サブマージアーク溶接機一式 (ニ)炭酸ガスアーク半自動溶接機

(ホ)溶接電流を測定する電流計 (ヘ)溶接棒乾燥器

(ロ)アークエアーガウジング機（直流）　

　（c）溶接方法の略称

アーク手溶接 = MC ガスシールドアーク半自動溶接 = GC

セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接 = NGC アークエアーガウジング = AAG

　（d）溶接姿勢

下向　F 立向　V 横向　H 上向　O

　（e）組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う。

　　　(イ)仮付位置

仮付位置は溶接の始・終端、隅角部など強度上問題となり易い箇所を避ける。

仮付不良 良 仮付不良 良

　　　　(ロ)完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏斫り側に施工する。

裏斫り側にする。

開先面

仮付溶接

　（ｆ)溶接施工

（イ)エンドタブ

Ⅱ）エンドタブの材質は母材と同質とする。

Ⅳ）プレス鋼板タブ・固形タブの使用については、資料を提出して監理者の承認を得る。

　　取り付ける。

Ⅰ）完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部には母材と同厚で同開先形状のエンドタブを

溶接終了後、母材より10㎜程度残し切断してグラインダー仕上げとする。

Ⅲ）エンドタブの長さは、MC：35㎜以上、NCG・GC：40㎜以上とし特記のない場合は、

ｔ

35㎜以上

かつ2t以上

（ロ）裏あて金

材質は母材と同質とし厚さは手溶接で6㎜、半自動溶接で9㎜以上とする。

（ハ）スカラップ半径は30～35㎜と10㎜の改良型スカラップとする。

ただし梁成がD=150㎜未満の場合のスカラップはr=20㎜とする。

r=10

r=35 r=35

r=10

（ホ）裏斫り

溶接基準図おいてAAGと記載のある部分は、全て溶接管理者の確認を受けて

部材に確認マークを付ける。

　　　また、開先部を傷めないように養生を行う。

（ヘ）現場溶接の開先面には溶接に支障のない防錆材を塗布する。

（5）塗装 コンクリートに埋め込まれる部分は塗装をしない。

h

B

h

B

h

B

B≧300

B＜300

ダブル
19φ @200

ダブル
19φ @20016φ @300

シングル

※折版部T1は大梁フランジ上端から小梁フランジ上端に取り付ける。

RCスラブを支持する鉄骨梁には、上記の頭付スタッドを打設する。
ダブル打設の場合は、へりあき40mmを確保する。
大梁幅175mm未満のスタッドボルトは、19φ @150シングルとする。
スタッドボルトのhは、接続するスラブ厚（デッキh＋山上コン）-30mmとする。

10
0

小梁

大梁

PL-9

GPL-9 HTB 2-M16

※合成スラブ部T1は大梁フランジ下端から小梁フランジ上端に取り付ける。

f

f

f

f

T1 6

6S

f 1.6 1.8

8

9 12

10
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14 16
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指 示 事 項

40
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1514
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3632

10

1110

9

28

9

8

25

8

7

22

8

6

19

6

5

16

5

4

14

S1 = 0.75T1

S2 = T1

f = （0.1S+1.0）以下

T1≦T2

a

L

かど継手T形継手突合せ継手

継手形状図

G

G

R

α1

G

R

α1

α2

G

R

α1

α2

G

R

α1

0

0

6

60°

0

5

≧60°

≧60°

0

6～8

60°～90°

60°～90°

6～10

2

≧30°～45°

α1=45°のとき

G=6とする

T/3

0

3

≧55°

1～2

0

3

≧55°

≧60°

0

3

60°

60°

6

2

≧35°

9

2

≧35°

T/2

0

2

≧45°

1～2

0

2
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6

2

≧35°

9

2

≧35°

G

G

R

α1

f

G

R

α1

α2

G

R
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R

α1

G
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α1

G

G

R

α1

f

G

R

α1

α2

G

R

α1

α2

G

R

α1

G

R

α1

T≦6

6≦T≦20

12≦T≦50

16≦T≦50

6≦T＜12

12≦T≦32

T≦9

6≦T≦25

16≦T≦50

16≦T≦50

6≦T＜16

16≦T≦32

T≦12

T≦20

19≦T≦50

19≦T

9≦T≦50

1～2

1～3

1～2

1～3

寸法（mm）適用板厚寸法（mm）寸法（mm） 適用板厚適用板厚

C.サブマージアーク自動溶接B.ガスシールドアーク半自動溶接
ノンガスシールドアーク半自動溶接

A.アーク手溶接

記号

記号

形状

寸法

（mm）

記号

形状

a≧T 又は a≧0.3d

L≧5d

a≧Ta≧0.3d

L≧5d+20 かつ L≧100

a≧T かつ a≦3.2

記号

T2 S L S S L S

T1

P
S

S

f

S

L-PS

d

T

a

T1

T2

a
L

a
d

T

a
形状

T1
S

60° 60°

T2

R

T2≧T1

T1≧16

小梁のウェブ等の隅肉
PPW

部分溶込み溶接

TT

0～1

T2

T1S2

S2 G=0～15

f

S

f

T1

S S1

f

T1
S S1

T2

S

S >5T1 S
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S S

T2 f

S

S >5T1 S

f

T1
S

S T2 f

S

T1
S

S

T2f

T1≦14

S
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T

f
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R
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T

f

f

D1f

T

G
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f

α1
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R

f

R

G

T

α1

f

G

α1

f

R

G

f

T

T

α1

R

G

T

f

f

D2

D1f

T

α2

f

G

α1

R

f

f

G

α1

f

R

G

D1f

α1

f

G

α1

f

G

T

T

T

T

T
R

D2

D1

f

f

D2f
α2

S=6～7

α2

R

G

α1
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 1. 突合せ溶接の余盛りは、本基準図により最小余盛りとする。

 2. 材片の隅角部で終る隅肉溶接は隅角部を連続して、アークを切ることなくまわし溶接を行うこと。

 3. フラックスタブ・セラミックタブを使用する場合は、監理者と打合わせのこと。

 4. 突合せ溶接の仮付け溶接は、必ず裏斫り側に施工し、組立て溶接は、溶接の始・終端、隅角部などは避ける。

 5. 本締めに使用するボルトと仮締めボルトの併用はしてはならない。

 6. T型突合せ溶接の余盛りは、JASS6 管理許容差以下とする。

 7. 開先加工、寸法の許容差は、日本建築学会「鉄骨精度測定指針」による。

 8. 冷間成形角形鋼管の溶接については、『冷間成形角形鋼管の取扱いについて』（財）日本建築センターによる。

 9. 突合せ継手に不具合が生じた場合は、独立行政法人建築研究所監修「突合せ継手の食い違い　仕口のずれの検査・補強マニュアル」による。

10. 設計図中の一般露出柱脚アンカーボルト長は、ベースプレート天端よりフック始端、又は定着板下端までの長さを示す。

裏斫り後溶接

f=1

裏斫り後溶接

f=1～2

T形継手のとき

裏斫り後溶接

f=1～3

T形継手のとき

D1=2(T-R)/3

D2=(T-R)/3

裏斫り後溶接

f=1～3

D1=2(T-R)/3

D2=(T-R)/3

T＜19 f=1～2

T≧19 f=1～3

T形継手のとき

T/4≦f≦10

T/4≦f≦10

T/4≦f≦10

備考

備考

備考

・原則として

　母材板厚が

　14mm以下の場合

　のみ適用する。

・隅肉溶接サイズは

　特記なき限り

　左記寸法による。

T

（全て完全溶込み溶接）

2.隅肉溶接

1.突合せ溶接

3.部分溶込み溶接

5.大梁ウェブ・GPLの部分溶込み溶接

4.フレアグルーブ溶接

寸法

（mm）

改良型スカラップ
r=35+10

パネル板厚は上下階柱の最大板厚、

内ダイアフラム

通しダイアフラム

1.鋼種はSN490Cとする。

  但し、板厚40mmを超える場合は、TMCP鋼(HBL-325C)とする。

※柱がBCR295材、BCP235材で取付く大梁端部が490系の場合、ダイアフラムは

　全て通しダイアフラムとする。

※梁フランジ溶接部が柱のＲ部に干渉する場合は、通しダイアフラムとする。

内ダイアフラム

  但し、板厚40mmを超える場合は、 TMCP鋼(HBL-325B)とする。

2.板厚は、取付く梁フランジ板厚の2サイズアップ かつ+6mm以上とする。

最高鋼種とする。

2.板厚は取付く柱の板厚以上かつ、梁フランジ厚の2サイズアップかつ+6mm以上とする。

角形鋼管板厚＜28㎜：e=25㎜

角形鋼管板厚≧28㎜：e=30㎜

パイプとプレート補強（片面）プレート補強（片面又は両面）

2φ

2φD

10 10

リブプレート補強パイプ補強（小径の場合）

D

10 10

通しダイアフラム

通しダイアフラム

200,250ゲージ≧5d

小梁 大梁
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0以

上
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ee
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φ φ

φ

10
0

・梁端部（スパンの1/10以内かつ2D以内）は避ける。
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桁
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x3
00
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50
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6003-D10
捨コンクリート t=50

砕石 t=60

BPL-16x400x300

400

30
0

ササラ桁 PL-12x300
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2

60°

60°

D10 @200

A.B 2-M16 L=300

50

1FL

基礎梁天端
BPL下端

15
0

フープ D10 @150

補強筋 8-D13

無収縮モルタル t=50

折版

リブプレート（ウェブと同厚以上）

QLデッキ

隣接小梁

曲げ加工

隣接小梁までの定着又は定着長さ1m

ワイヤーメッシュ

元端:90°曲げ定着

　　鉄骨構造工作標準図

　　１．溶接基準図

　　２．一般事項 　　３．鉄骨加工要領

　　座屈止め T1 取合 　　梁貫通補強 　　階段基礎 　　鉄骨柱脚被覆コンクリート

　　スタッドボルト敷設要領

　　デッキスラブ外端部　　ハンチ部の継手

　　角形鋼管パネルゾーン

1.鋼種はSN400Bとする。

ハンチ起点は避ける

　　水平ブレース

ウェブGPL

寸法

（mm）
S

R

T1

L≒300

PL-1.6

継手部分は除く
同種、同厚以上とする。

補強PL

梁

補強PL

補強PLは梁のウェブと

　　梁側面補強要領

45ﾟ

50

L-65x65x6

大梁

小梁

PL-6

　　方杖

　　シャッター梁

弦材:□-100x100x3.2

束材:□-100x100x2.3 @600

@600

60
0

2GPL-4.5 貫通中ボルト2-M12

　　片持小梁剛接合要領

片持小梁小梁

小梁

片持梁フランジと同厚以上

片持小梁

≧
10
0

片持梁ウェブと同厚以上

小梁

＜
10
0

6φ@900

PL-9
GPL-9 HTB 2-M16

T1:  -
100x50

x5x7.5

T1:  -10
0x50x5x7

.5

L=300未満の場合、アングル補強は不要とする

外周部は被覆コンクリート部分がGLより露出せず、
土が直接鉄部に接触しない形状とする。

＝基礎リストによる
被覆コンクリート柱型

GPL-9 HTB 2-M16

PL-9

70

6φ
@90

0

フレアー溶接

丸鋼

（ターンバックル付）

小梁下フランジ大梁ウェブ

40

40

GPLGPL

大梁 小梁

水平ブレース

小梁=下フランジに片面隅肉溶接大梁=ウェブに両面隅肉溶接

GPL

HTB

溶
接
長

採用 ブレース

M12

M16

M20

M22

羽子板 HTB

1-M16

1-M16

1-M20

1-M22

GPL

6

9

9

12 110

110

80

60

溶接長

認定品を使用する場合は設計者と相談すること

水平ブレース取付高さは、梁成が最も低い梁の下フランジ合わせとする

片持小梁

PL-6x60

PL-6x80

PL-9x80

PL-9x80

溶
接
長

羽子板の幅

≧
10
0

≧
10
0

T≦3.2のとき TはT1とT2の薄い方
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 建物外回り ＱＬデッキスパン方向  左図円部詳細ａ部 ａ部耐火仕様①ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準
クローサー

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。 釘普通コンクリート
釘　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　　合成スラブ工業会仕様 鉄骨(S)梁 鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁

３０ ３０
Ｄ ＦＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、 ＱＬデッキ柱 ＱＬデッキ

梁型枠３０ 梁にのみ込み３０ｍｍ(一社)日本鋼構造協会「デッキプレート床構造設計・施工規準　2018」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。 ｄ
ＥＡ 釘※2１５０

耐火補強筋
２スパン                               ２スパン １スパン           １スパン            １スパン           １スパン

ａＢ ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

小
梁

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁 クローサーｂ
2コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

大
梁

溶接金網又は異形鉄筋  内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向  建物外回り ＱＬデッキ幅方向ｃ部ｂ部開口部 開口部２スパン                     １スパン耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重 外
周
部
大
梁

大
梁

（Ｄ１０－＠２００） 小
梁

溶接金網または異形鉄筋Ｈ １スパン 普通コンクリート 梁に定着ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照 溶接金網又は異形鉄筋８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０ 普通コンクリート普通コンクリート ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 ｃＣ
床、１時間耐火 ＱＬ９９－７５ 2４,４００N/m 以下３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 φ６－１００x１００ 注2) Ｇ外周部大梁 大梁FP060FL-9095

ＱＬ９９－５０ ３.０ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照 ４
０

※2軽量コンクリート ８０ｍｍ 以上 φ６－１５０x１５０
※2耐火補強筋 １０ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 ３０ ３０ 耐火補強筋ＱＬデッキ

 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２  外周梁 ＱＬデッキ幅方向  ＱＬデッキを突き合わせた場合Ａ部 Ａ部 Ｃ部 Ｂ部ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照
ＱＬデッキφ６－１００x１００

普通コンクリート 溶接金網３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照 溶接金網又は異形鉄筋 壁ＱＬ９９－７５ ＲＣ梁またはＳＲＣ梁2 又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下壁 溶接金網又は異形鉄筋床、２時間耐火 ＲＣ梁又はＳＲＣ梁５,４００N/m 以下３.６ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００ 注2) 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
コンクリート コンクリートクローサー 又は打込み鋲FP120FL-9107 ２.７ｍ 以下ＱＬ９９－５０ 算出式 注５)Ａ 参照

８５ｍｍ 以上 φ６－１００x１００  ブラケット支持 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 ｃ部ｄ部軽量コンクリート 算出式 注５)Ｂ 参照３.４ｍ 以下
ＱＬ９９－７５ 2 アークスポット溶接 又は注2)３.６ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 Ｄ１０－＠２００ ５,４００N/m 以下 すみ肉溶接又はドリルねじ 打込み鋲 ＠６００以下φ４－１３　＠６００以下

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００） 溶接金網又は異形鉄筋※1ＱＬデッキ ＱＬデッキまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） （梁に定着）※1※1 ５０ｍｍ以上 梁耐火被覆普通又は軽量コンクリート
※1梁耐火被覆端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ 梁耐火被覆

梁耐火被覆 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド３
０

コンクリート厚さ 又は打込み鋲 又は打込み鋲 １０※2ＱＬデッキ高さ ＱＬデッキ又は打込み鋲 １０ フラッシング耐火補強筋３０
ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ  ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合  ＱＬデッキを連続にした場合  梁との間に隙間がある場合Ｄ部 Ｄ部Ｂ･Ｈ部 Ｂ部焼抜き栓溶接、打込み鋲８５０１５０ ５０ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） ３０ｍｍ以上又は頭付きスタッド コンクリート耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照Ｓ梁 焼抜き栓溶接、頭付きスタッドスパン スパン ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁 ※1 溶接金網又は異形鉄筋 ＳＲＣ梁又は打込み鋲梁耐火被覆用面戸ＱＬデッキ

クローサー
 柱廻り納まり  柱廻り（ａ－ａ断面）ｅ部 ｅ部

※2
2 すみ肉溶接又はドリルねじ耐火補強筋支  持  梁  ：鉄骨(S)梁　        コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

φ４－１３　＠６００以下耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）
３０ｍｍのみ込み

QLデッキ切断、柱へののみ込みなし溶接金網又は異形鉄筋 200ｍｍ以下※1※1耐 火 時 間      コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重
ＱＬデッキ（Ｄ１０－＠２００） 梁幅ＱＬデッキ 梁耐火被覆梁耐火被覆 50ｍｍ以上５０ｍｍ以上

※1すみ肉溶接ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照
梁耐火被覆焼抜き栓溶接、頭付きスタッド普通コンクリート 焼抜き栓溶接、頭付きスタッド 又はドリルねじ焼抜き栓溶接、頭付きスタッド床、１時間耐火 算出式 注５)Ｂ 参照ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ａ ａ又は打込み鋲 φ４－１３　＠６００以下又は打込み鋲 又は打込み鋲φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上 フラッシングFP060FL-9101 ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照

軽量コンクリート
ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照  梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向  柱廻り  小口塞ぎＥ部 Ｆ部 Ｇ部 QLデッキ端部

１０ｍｍ以上 柱型枠ＱＬデッキ梁幅焼抜き栓溶接、頭付きスタッドＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照 コンクリート止め 木材等焼抜き栓溶接又は打込み鋲 梁 又は打込み鋲（フラッシング）現場切断普通コンクリート QLデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしこの部分の小口は塞がない！床、２時間耐火 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照
φ６－１００x１００ 現場切断（ＱＬデッキ）

柱FP120FL-9113 ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照
C)開口が連続している場合軽量コンクリート ８５ｍｍ 以上

ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照
連続する開口の開口群(仮想開口)と１）開口がφ１５０程度の場合

2 見なし、その開口部の大きさにより、支持梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート   A)開口間隔≧３×開口径 B)開口間隔＜３×開口径 2)又は3)に準じて補強を行う耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）
開口補強筋Ｄ１３ 仮想開口※3溶接金網又は異形鉄筋耐 火 時 間     コンクリート種類    　品　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

※1 クローサークローサー（Ｄ１０－＠２００） すみ肉溶接又はドリルねじ
梁耐火被覆 ＱＬデッキ受材φ４－１３　＠６００以下QLデッキ受材ＦＢ６５×６等ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 算出式 注５)Ａ 参照床、１時間耐火

φ６－１５０x１５０普通コンクリート ８０ｍｍ 以上 (APWの場合 ＦＢ６５×９等) 柱廻りＱＬデッキ切欠き焼抜き栓溶接又は打込み鋲FP060FL-9101 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 算出式 注５)Ｂ 参照 Ｌ

ＱＬ９９－５０ ２.７ｍ 以下 ９５ｍｍ 以上 算出式 注５)Ａ 参照床、２時間耐火 開口補強筋Ｄ１０ 開口補強筋Ｄ１０・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。普通コンクリート φ６－１００x１００
耐力補強筋 ２）に準ずFP120FL-9113 ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下 ９０ｍｍ 以上 算出式 注５)Ｂ 参照 ・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ ・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、 ｗ２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）
　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。普通又は軽量コンクリート になるようレベル保持し、全面に配筋する。または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設） Ｍ開口補強筋Ｄ１０ 耐力補強筋ａt＝耐火補強筋 Ｄ１３普通コンクリート ｗ ｆt･ｊＡ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合溶接金網 Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント３

０

３
０

３
０

コンクリート厚さコンクリート厚さ Ｌ1 ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。
開口部ＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さ ａd又はａtの大きい方３

０

耐火補強筋が必要。４
０

耐火補強筋 Ｄ１３ 2１５０ １５０ 耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）ＱＬデッキ(単純支持)３０ ３０ ＱＬデッキ １５０ｍｍ以上耐火補強筋 Ｄ１３ 2ＱＬデッキ 耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ５０ 耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３ ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理） Ｓ梁 焼抜き栓溶接、打込み鋲ＲＣ梁又はＳＲＣ梁
　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された又は頭付きスタッド
　　場合の切断された耐火補強筋の本数横筋 ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＱＬデッキ １５０ ＱＬデッキスパン                      スパン注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。 ｗ(単純支持) ３）ｗ＞600mmの場合溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上 小梁補強連続支持 単純支持注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上 合成スラブ コンクリート箱抜き合成スラブ注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。 Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上 ≧４０･Ｄ コンクリート硬化後注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。
ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。 開口部ＱＬデッキを切断耐火補強筋Ｄ１３注５）許容積載荷重Ｗ　算出式 Ｌ2 ｗ　：支持スパン（ｍ） 端部補強筋コンクリートのかぶり４０ｍｍ 開口１５０  ８５０ ＬＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５ ８５０  １５０ＱＬデッキ(連続支持) Ｄ１３、長さ１.０ｍ３

０

大梁上 大梁上 部［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５ 溶接金網又は異形鉄筋
Ｌ２ 開口補強筋Ｄ１３２ 2２.７ 2 ３.４

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下 Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
８５０ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁 耐力補強筋 開口補強筋Ｄ１０１５０※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） 小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接） ＱＬデッキスパン                      スパン異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下 ４

０

(連続支持)付帯条件 スペーサー＠１.０ｍ以下
※ 異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔(スパン比３：２を超えない程度　) ※開口補強の詳細は、合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」※配筋のスペーサーはφ４．０ｍｍ以上鉄線またはセメントブロックを用いて間隔は１．０ｍ以下とする。例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上 （Ⅰ）合成スラブの設計　４．合成スラブの開口補強方法　を参照する。に支持されるものとする。 ※合成スラブ工業会発行「合成スラブの設計・施工マニュアル」参照「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。

１.５ＱaＡw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下
DＱ

Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ） 焼抜き栓溶接 Ａw 鉄骨梁の場合 ３）焼抜き栓溶接１）頭付きスタッド ２）打込み鋲 【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】墨　出　しＱ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)D  １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ 　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。 　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。 □事前検査板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)Ａw：焼抜き栓溶接ピッチ 　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚 　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。 　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。 　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装） ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。１.２　  　　　４,９００  　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　 　　日本ヒルティ(株) 　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。 1) 検流計での計測敷込み仮止め溶接
１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)  ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗るＡw ＝ 200 mm 2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、アーク手溶接 ＣＯ2アークスポット溶接焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］ 　　ように敷込む。 　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要 大梁 QLデッキと梁との接合 （１）溶接機 （１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ 　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。

工　　程                 手　　順　・　要　　領１）頭付きスタッド 交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上 発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、
２）打込み鋲 QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を （２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）溶接棒 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 □溶接後の外観検査１    アーク発生フラッシング ３）焼抜き栓溶接ハンガー金具 QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で （３）標準溶接条件：下表　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上） 1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる） （ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具） 棒径４mmφのもの 溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり13

.5

3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3QLデッキ板厚 梁フランジ板厚 電流（Ａ） 電圧（Ｖ） アークタイム（秒）２  QLデッキ焼抜き（３）標準溶接条件 径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 □不良部の補修溶接金網敷込み ３.０～４.０×１度打ち６～９ｍｍ未満 ３００～３２０ ３３～３５Ｗ（１００～２５０） ２５ 梁フランジ板厚：６mm以上 １.２ｍｍ ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。４
０

溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を ３.０～４.０×２度打ち９ｍｍ以上 ３００～３２０ ３３～３５ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合 ３  押し込み・溶着溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ) 　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。クローサー （４）溶接工の資格 ３.５～４.５×１度打ち １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 ６～９ｍｍ未満 ３４～３６３００～３２０検　　査 Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる） １.６ｍｍ溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引きJIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代２
８

４.０～４.５×２度打ち９ｍｍ以上 ３４～３６３００～３２０４     整　　形 【そ　の　他】上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ （５）手順・要領１８５ 注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装 (1)ＱＬデッキ相互の嵌合状況　(2)ひび割れ拡大防止筋の敷込み状況　(3)開口部の補強状況コンクリート打設  　　ｍｍあることを確認する｡ 溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度右の１～４の順に行う。 　２.ＣＯ2ガス流量：２０㍑／分以上

QL99-75QL99-50 (単位：ｍ)(単位：ｍ) S造・施工時のスパンの取り方施工時許容スパン表（デッキプレートの検討） ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm) 100100 60 70 80 9060 70 80 90ｺﾝｸﾘｰﾄ厚(mm)
板厚(mm) 板厚(mm)1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.6 1.61.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 【単純支持】

注１：普通コンクリート（単位体積重量24.0kN/㎡）、 3.372.54 3.61 3.55 3.48 3.422.75 2.69 2.64 2.59 3.072.33 3.31 3.24 3.18 3.132.52 2.47 2.42 2.37 単純(内法)単純(内法)
スパン(3.37)(2.54) (3.61) (3.55) (3.48) (3.42)(2.75) (2.69) (2.64) (2.59) (3.07)(2.33) (3.31) (3.24) (3.18) (3.13)(2.52) (2.47) (2.42) (2.37)表面処理が亜鉛めっきの場合

4.073.41 4.30 4.24 4.18 4.133.67 3.61 3.54 3.47 3.733.12 4.02 3.96 3.91 3.833.38 3.31 3.24 3.18注２：（）数値は表面処理がめっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。 【連続支持】２連続２連続
(4.07)(3.41) (4.30) (4.24) (4.18) (4.13)(3.67) (3.61) (3.54) (3.47) (3.49)(3.07) (3.89) (3.78) (3.67) (3.58)(3.38) (3.31) (3.24) (3.15)

注３：表を超える場合は、別途支保工が必要です。 3.833.15 4.05 3.99 3.93 3.883.40 3.33 3.26 3.20 3.582.88 3.78 3.73 3.68 3.633.12 3.05 2.99 2.93 スパン スパン３連続３連続 その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。(3.83)(3.15) (4.05) (3.99) (3.93) (3.88)(3.40) (3.33) (3.26) (3.20) (3.58)(2.88) (3.78) (3.73) (3.68) (3.63)(3.12) (3.05) (2.99) (2.93) ２０２１／７／０１

デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕
標　　準　　納　　ま　　り

耐　火　仕　様
【連続支持合成スラブ】

設　　　　　　計

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

【単純支持合成スラブ】

開口部補強案

スラブの配筋 耐火仕様の配筋

焼抜き栓溶接
デッキプレート幅方向

デッキプレートスパン方向

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合施工順序 敷　込　み 検　　　　査

アクセサリー

[耐火認定FP60FL-9095,9101,FP120FL-9107,9113用]

［ISO 9001認証取得］材料／デッキプレート

表　面　処　理デッキプレート種類 板厚(mm)

端部加工
□ＱＬ９９-５０

□ｴﾝｸﾛ有り
*1□裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)□ＱＬ９９-７５ □無し

□亜鉛めっき [ □Z12　 □Z27 ]□1.2
□JFEｴｺｶﾞﾙ(高耐食溶融めっき鋼板) [ □Y18   □Y27 ]□1.6
□その他(　　　　　　　　　　　　　)　□無し

 　材　　質　　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　
*1 現場搬入までの一次防錆（ＪＩＳ Ｋ ５６２１ ２種または３種相当）

材料／コンクリート
 種  　　　     類  □普通コンクリート  □軽量コンクリート [ □１種   □２種 ]

2 設 計 基 準 強 度  □１８　　　□２１　　　□２４　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

 厚さ(QLデッキ山上) □６０ □７０ □８０ □８５ □９０ □９５ □１００ □（　　　）ｍｍ

材料／溶接金網・異形鉄筋

□φ６-７５×７５ □φ６-１５０×１５０
 □ 溶 接 金 網  ＪＩＳ Ｇ ３５５１ *2□φ６-１００×１００ □（　　　　　　　　　　）

□Ｄ１０-１５０×１５０
 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ □ 異 形 鉄 筋

□Ｄ１０-２００×２００ □（　　　　　　　　　　）

 □ 耐火補強筋  ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ 　Ｄ１３-＠３００

*2 線形6㎜以上を用いたもの
接　　　合

JIS B 1198 □φ１３ □φ１６ □φ１９ □φ２２
□頭付きスタッド *3（各長さ・ピッチは特記による　）

梁 と の 接 合 □焼抜き栓溶接 下記焼抜き栓溶接の項による

□打込み鋲 接合箇所は特記による

□その他
*3 最小長さはデッキ高さ＋30㎜以上とする

耐　　　火

ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ 耐火区分 支持条件 ｺﾝｸﾘｰﾄ種別 耐火補強筋 認定番号

単純 要 □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１
床１時間

QL99-50 連続 不要 □ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５
普通/軽量

QL99-75 単純 要 □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３
床２時間

連続 不要 □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７
注）床２時間は床１時間耐火を含む

 □指定なし  □（　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　）その他

特　　　記
支 保 工 有 無  その他：

 □ 無    □ 有 

上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。□

合成デッキスラブ設計・施工標準 ー
ー

05-ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　／　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

製作年月 変更年月 図面番号

縮　　尺図面名一級建築士事務所

工事名設計者名・登録番号 照査技術者

設計担当者現場代理人又は主任技術者

一級建築士登録　第　364056　号

愛知県知事知事登録　(いー3)第1535号
SA1:

A3:

安祥中学校校舎改修第2期主体工事

慎　蒼榕

R5.1構造設計　　株式会社日総建　大阪事務所
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ボーリング柱状図 ー
ー
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ボーリングNo.1　　孔口標高＝1FL-400＝GL±0

GL
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北棟

南棟

増築棟
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00
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ボーリングNo.1
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,0
0
0

ボーリング柱状図

　

1,
70
0

調査地点位置図

KBM +0.2m

マンホール

KBM ±0.0m



杭伏図・基礎伏図・各階床伏図・屋根伏図 1/100
1/200
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製作年月 変更年月 図面番号

縮　　尺図面名一級建築士事務所

工事名設計者名・登録番号 照査技術者

設計担当者現場代理人又は主任技術者

一級建築士登録　第　364056　号

愛知県知事知事登録　(いー3)第1535号
SA1:

A3:

安祥中学校校舎改修第2期主体工事

慎　蒼榕

R5.1構造設計　　株式会社日総建　大阪事務所

一級建築士　第316092号　　中田　亨

基礎伏図兼1階床伏図　S=1/100

9,000
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3
0
0

12 13

C

D

5
,
4
4
0

2
,0
3
0

EY1

EY2

杭伏図　S=1/100

9,000

2
,3
0
0

12 13

C

D

5
,4
4
0

4,940

2
,
03
0

EY1

EY2

EX3EX2

2階床伏図　S=1/100

9,000
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12 13

C

D
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EY1

EY2

4階床伏図　S=1/100
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D

5
,4
4
0

2
,
87
0

2
,
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3階床伏図　S=1/100
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D
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屋根伏図　S=1/100

9,000

2,
3
0
0

12 13

C

D

5
,
4
4
0

2
,0
3
0

EY1

EY2

柱芯 柱芯

5
,
5
40

2
,2
4
0

3
,3
0
0

EY1

EY1'

2,270

2,2707,140

2,200

EX3EX1 EX2

柱芯 柱芯 柱芯

2,2707,140

2,200

EX3EX1 EX2

柱芯 柱芯 柱芯

4,940

EX3EX2

柱芯 柱芯

2,270

2,560

4,940

EX3EX2

柱芯 柱芯

2,270

4,940

EX3EX2

柱芯 柱芯

2,2704,220

5,
5
4
0

2
,
24
0

3
,3
0
0

EY1

EY1'

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

2G1

1C1 1C1

1C11C1

2G1

B
2

2G
1

2G
1

B
2B
2

C
B
2

C
G
2

CG1

CB1

B2

B1

B2

吹抜
DS1

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯

柱芯3G1

2C1 2C1

2C12C1

3G1

B
2

3
G
1

3
G
1

B2
C
B2

C
G2

B2

B1

吹抜

4G1

3C1 3C1

3C13C1

4G1

B
2

4G
1

4G
1

B
2

C
B
2

C
G
2

B2

B1

吹抜

RG1

RG1

B
2

R
G
1

R
G
1

B2 B3

特記なき限り以下とする

1.杭天端＝GL-1,500mmとする

特記なき限り以下とする

1.基礎下端＝GL-1,700mmとする

2.基礎梁天端＝GL-250mmとする

3.基礎小梁天端＝GL+400mmとする

4.（）内はスラブ天端レベルを示す

EXP.J
仕上間隔=200

EXP.J
仕上間隔=200

EXP.J
仕上間隔=200

EXP.J
仕上間隔=200

既設校舎

既設校舎

既設校舎

既設校舎

既設校舎

既設校舎

2,380

2,
5
7
0

2,5602,3802,5602,380

2,5602,380

2,5602,380

2
,
5
70

2
,8
7
0

2
,
87
0

2,
5
7
0

2
,
5
70

2
,8
7
0

2
,
5
70

2
,8
7
0

FS1

F1

F1

F1F1

FG1

FB1

FG1

FG
1
a FG
2

F
B1

特記なき限り以下とする

1.鉄骨大梁天端＝FL-155mmとする

2.梁継手位置は柱芯より600mmとする

3.　　　は剛接合を示す

4.DS1は QL-90-50-12 山上コンクリートt=80とする

P1 P1

P1 P1

F
C
G
1

FC
B
1

FCB1

FCG1
EY2

EY2
F1F1

F1 F1

F
B
2

FB2

DS1

DS1

DS1

杭工法=スクリューパイルEAZET工法同等杭リスト

符号 杭種 杭径 杭長 本数 長期許容支持力 先端翼部

  STK490 t=8.0下杭

P1 φ267.4

4.0m

5.0m

4本 680 kN/本
板厚 ts=28(SM490A)

羽根径 Dw=750

全長

14.0m 210 kN/本

短期引抜耐力

4C1

4C1

4C1

4C1

[SEAH590] STKT590 t=12.7

  STK490 t=8.0

S1 B
3

S1下部は土間コンクリート

B1

土間コンクリート
天端＝1FL-15

土間コンクリート t=180 

D10 @200 ダブルクロス

(土間天端レベル＝1FL-1,300mm)

天端レベル
＝1FL-15mm

中杭

上杭

5.0m

B3

B
3

CG
3

C
B
3

B3

基礎梁ヨコ増打

t=70
(-1,300)

(±0)
(±0)



軸組図 1/100
1/200

特記なき限り以下とする

1.梁継手位置は柱芯より600mmとする

2.外壁はALC版 t=100とする

3.外壁は縦壁ロッキング構法とする
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,
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EY1 通り軸組図　S=1/100
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2,2405,330

EY1'
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EX3EX2

EX1 通り軸組図　S=1/100
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1FL

2FL

3
,
6
50

3
,
6
5
0

3
,6
5
0

3
,6
0
0

4
0
0

5,4402,030
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EX2 通り軸組図　S=1/100
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5,4402,030
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EX3 通り軸組図　S=1/100
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,
9
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EY2 通り軸組図　S=1/100
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4,940

7,140
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EX3EX1 EX2

1C1

2C1

3C1

4C1 4C1
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4C1
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P1 P1

P1

B2 2G1CG2

CG2 3G1

CG2 4G1

RG1

2G1

3G1

4G1

RG1

2G1

3G1

4G1

RG1

2G1

3G1

4G1

RG1

CG1

EY1' 通り軸組図　S=1/100
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4,940

7,140
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EX3EX1 EX2

CB1

P1

既設校舎既設校舎 既設校舎

既設校舎 既設校舎既設校舎

1
,
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1
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1
,
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柱芯 柱芯柱芯 柱芯柱芯

柱芯柱芯柱芯柱芯

柱芯

柱芯柱芯 柱芯
1
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0
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パラペット天端

5
0
0

1FL

2FL

RFL

3FL

4FL

パラペット天端

1FL

2FL

RFL

3FL

4FL

パラペット天端

3,
6
5
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3
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5
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3
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5
0

3
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6
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4
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1
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9
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5
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5
0
0 パラペット天端

2FL

1FL

4FL

3FL

RFL 5
0
0 パラペット天端

2FL

1FL

4FL

3FL

RFL

P1

B1

aa
c

cc

b

開口補強材リスト

符号 補強材断面

a L-75x75x6

b L-65x65x6

c L-50x50x6

aa
c

c

a
c

a

c

131313

D D D

ALC版 t=100

ALC版 t=100

被覆コンクリート梁上増打

土間

FG1FG1

FG1a FG2

F1 F1 F1 F1

F1F1F1

FCG1

EY2

a
c

a

c

a
c

a

c

a
c

a
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c

c
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)
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)

(
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1
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1
5
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1
5
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1
5
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1
5
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1
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1
5
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1
5
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2
6
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5

1
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1
5
5

2
6
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F1
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2
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2

1
5
5

1
5
5

900

15

1
5

FB1

コンクリート

P1天端＝1FL-15天端＝1FL-15 1C1 天端＝1FL-15

1
5

1
5

1
5

CG2

c
a

P2

1,630

CG3

a

c

2
0
0 BPL下端 BPL下端

2
0
0

BPL下端

20
0間柱BPL下端

2
20BPL下端

20
0

間柱BPL下端22
0

b



鉄骨部材リスト

符号 部材断面

RG1 H-350x175x7x11

備考

特記なき限り、材質はSS400とする

4G1 H-400x200x8x13

H-500x200x10x162G1

1C1・2C1     □-300x300x16 BCR295  λ＝47.9

    □-300x300x123C1・4C1 BCR295　λ＝50.9

CG1

H-250x125x6x9

CB1・B1 H-300x150x6.5x9

大梁継手リスト

符号 部材断面

H-350x175x7x11RG1

フランジ面 ウェブ面

添板(WxL)Pc列x行添板(WxL)
内
外

列x行径
ボルト

3x1 90 2PL-6x170x260
PL-9x175x290

2PL-9x70x290
2x2M20

H-400x200x8x13 M20 3x2
2PL-9x80x410

PL-9x200x410
4x1 60 2PL-9x170x260

100≦B＜300

列
@p1 e

L

e10

行p1

g
1

e

列

ee
10e

行

W B
W

［梁継手標準］

H

e
@
P
c

e
L

W

2PL-12x80x410

PL-12x200x410
3x2M20H-450x200x9x143G1 5x1 60 2PL-9x170x320
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CG2
CB2・B2

3G1 H-450x200x9x14

H-500x200x10x162G1 M20 3x2
2PL-12x80x410

PL-12x200x410
5x1 60 2PL-9x170x320

4G1

P1 H-100x100x6x8 6 2-M16

間柱・耐風梁仕口リスト

符号 部材断面 GPL HTB

被接合材

e1e1

GPL

スニップカット5
pe
1

e1

対象間柱

スチフナー
（GPLと同厚以上）

 p：ピッチ
e1：はしあき・へりあき

p

e1

60

M16

30

P1 H-100x100x6x8 12 150

間柱柱脚リスト

符号 部材断面 ｔ A B A.Bolt

150 2-M16

A

L=
3
0
0

d

3d

4
dB/4""

B
B/4

A
/2

A/
2 ダブルナット

アンカーボルト

部材リスト・部分詳細図 1/30
1/60

09

P1 H-100x100x6x8

PL-16 HTB 3-M16
エレクションピース

3階梁天端

エレクションピースは

1
,0
0
0

柱

鉄骨柱継手詳細図 S=1/30

10

径

e

p1

p2

ボルト穴径

M20

40

60

45

22.0

フランジ幅B

175

g1

105

200 120

［ゲージライン］

高力ボルトのピッチp1・p2

はしあきe、穴径

ワイヤーメッシュ

普通コンクリ－ト 山上80

焼抜き栓溶接デッキプレート QL-99-50-12

鉄骨小梁

溝ピッチごとに溶接する事

8
0

5
01
3
0

3
0

デッキプレート詳細図 S=1/10

100

壁
芯

柱
外
面

アングルピース

A
L
C版

 
t=
1
0
0

A
L
C版

 
t=
1
0
0

柱

柱

定規アングル

大梁

大梁

80

80

ALC版と柱面との関係 S=1/30

焼抜き栓溶接は大梁・小梁共に

6Φ-150x150

1-D13

1-D13
D10 @200

D10 @200

1-D13
D10 @200

1-D13

D13 @300

6φ-150x150
ワイヤーメッシュ

QLデッキ QL99-50-12

8
0

50

35d=45535d=350

6φ-150x150
ワイヤーメッシュ

QLデッキ QL99-50-12

8
0

5
0

130 130

S=1/15QLデッキパラペット配筋要領図

土間コンクリート詳細図 S=1/20S=1/30柱脚リスト

符号

柱脚

C1

BPL-40x500x500 (SN490B)

柱型

500

5
0
0

135 5050

900

9
0
0

12-M33 (ABR490)

外辺 D=100　内径 d=35

BPL

A.Bolt

定着板

D13 @100

12-D22

HOOP

主筋

1
3
5

50
50 有

効
長
8
2
5

板厚 t=19 (SS400) ＥＶピット・基礎梁増打配筋要領図 S=1/20

スラブリスト

符号 位置 主筋方向

S1

DS1 ー

下端筋

上端筋

版厚

180

山上 80

配力筋方向

6φ-150x150 (QL-99-50-12)

D10 @200

D10 @200

D10 @200

D10 @200

柱を溶接後に切断する

ALC版 t=100 ALC版 t=100

基礎リスト S=1/30

ハカマ筋 4-D13
ベース筋 5-D16

ハカマ筋 ベース筋

ハ
カ
マ
筋
 
4-
D
1
3

ベ
ー
ス
筋
 
5-
D
1
6

F1

基礎梁リスト S=1/30

符号

位置

断面

bxD

上端筋

下端筋

STP

腹筋

5-D22

4-D22

FB1

全断面

(300x1,485)

3-D16

3-D16

  -D10 @200

6-D10

巾止め筋 D10 @1,000

GL

25
0

D

杭頭補強筋　凡例図 S=1/30

中詰め
パイルキャップ

D

コンクリート

4
0
d=
1
,
00
0

2
0
0

L
≧
5d

2D

符号 杭頭補強筋

P1
10-D25 (SD345)

・フレア溶接長は、鋼板に接する全長

・溶接棒角度Θは30°～40°とする

必要溶接長 5d=125以上

・溶接技術者は、JIS Z 3801に基づく

  被覆アーク溶接の基本級以上の資格を

　有すること

・中詰めコンクリートの設計基準強度は

  基礎同等以上とする

・杭頭補強筋は原則均等間隔に配置する

　とする

小梁仕口リスト

e1e1

e1
e
1
p
p

10

GPL

被接合材

スニップカット

（GPLと同厚）

バックスチフナ
10

対象小梁

10

スニップカット

（GPLと同厚）
バックスチフナ
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,
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8
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5
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1
8
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 p：ピッチ
e1：はしあき・へりあき

p
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M16
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e1p e1

e
1

e
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対象小梁 被接合材

10

（GPLと同厚）
バックスチフナー

スニップカットGPL

下フランジの片側カット

TYPEⅢ

70

M20

35

部材断面符号 GPL HTB

B2 H-250x125x6x9

9 3x2-M20

3x2-M209

H-300x150x6.5x9B1

TYPE

Ⅰ

Ⅱ

B3 2-M166ⅢH-100x100x6x8

FCG1

全断面

400x1,000

4-D22

4-D22

  -D13 @200

4-D10

全断面

FG1(FG1a)

4-D10

  -D13 @200

400x1,000

4
1

1
4

20
0

D10 @200

13
3
.
5

EV部材リスト 　 ※部材配置はEV廻り詳細図による

符号 部材断面

H-125x125x6.5x9a

備考

b

 b'

e

g

PL-12

PL-12（9ｔリブ付）

L-65x65x6

L-90x90x7

20kN用吊りビーム

3-D16

3-D16

STP   -D10 @200

腹筋 6-D10

（タテヨコ）

（タテヨコ）

1
30

130

(   -D13 @200)

・FG1aはSTPを（ ）内とする　

(
3
85
)

300x1,500

b

・EY1-EY2間のFB1はbxDを（ ）内とする　

1
5

[40d]

4
1

1
4

・[ ]内数値はカットオフ筋の余長を示す　

を設ける
頂部に180°フック
四隅の柱型主筋は

P2 H-125x125x6.5x9

P2 H-125x125x6.5x9 6 2-M16

CB3・B3
CG3

基礎梁ヨコ増打
t=70

120

デッキ直交断面 デッキ平行断面

埋戻し
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製作年月 変更年月 図面番号

縮　　尺図面名一級建築士事務所

工事名設計者名・登録番号 照査技術者

設計担当者現場代理人又は主任技術者

一級建築士登録　第　364056　号

愛知県知事知事登録　(いー3)第1535号
SA1:

A3:

安祥中学校校舎改修第2期主体工事

慎　蒼榕

R5.1構造設計　　株式会社日総建　大阪事務所

一級建築士　第316092号　　中田　亨 鉄骨架構詳細図 1/30
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1

▽1.FL

▽1.FL

▽1.FL

▽1.FL

下足箱

① 昇降口Ａ

（対象外）

天井：化粧石膏ボード

天井：化粧石膏ボード

展開方向

１

２

３

４

１階②　天井伏図　　1/50

１階①　天井伏図　　1/50

１ ２

３ ４

１ ２

３ ４

9,000

7
,2
0
0

7
,2
0
0

9,000

9,000 7,200

2
,5
2
0

2
,5
2
0

9,000 7,200

4,500

7
,2
0
0

7
,2
0
0

4,500

4,500 7,200

2
,7
7
5

2
,7
7
5

4,500 7,200

(0.2㎜未満)

劣化項目略図

凡　　例 ① 昇降口

ひび割れ

(0.2㎜以上～1.0㎜未満）
ひび割れ

(1.0㎜以上）
ひび割れ

改修内容

処置なし

自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

(0.2㎜≦ひび割れ巾)

(1㎜＜ひび割れ巾)

自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法
(0.2㎜≦ひび割れ巾)

劣化項目略図

凡　　例

改修内容

シ

モルタル

タイル

鉄筋爆裂部

※▲・△は上裏、側面、見下げの劣化を示す。

亀甲ひび割れ

モルタル浮き

タイル浮き

シール劣化

モルタル欠損

タイル欠損

シール更新

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法

ﾀｲﾙ部分張替え工法

調査数量 想定数量

0ｍ

1.93ｍ

0ｍ

0㎡

10.11㎡

0㎡

※
その他劣化・欠損
(※部内容記載)

爆裂

0ｍ

1.93ｍ

0ｍ

0㎡

10.11㎡

0㎡

鉄筋錆部除去の上
錆止め、ﾓﾙﾀﾙ補修

0箇所

0㎡

0㎡

0㎡

0箇所

0箇所

0㎡

0㎡

0㎡

0箇所

調査数量 想定数量

① 昇降口

凡例

打診不可及び

モルタル以外を示す。

② 教材室

-ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　／　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

製作年月 変更年月 図面番号

縮　　尺図面名一級建築士事務所

工事名設計者名・登録番号 照査技術者

設計担当者現場代理人又は主任技術者

一級建築士登録　第　364056　号

愛知県知事知事登録　(いー3)第1535号
BA1:

A3:

安祥中学校校舎改修第2期主体工事

慎　蒼榕

R5.1

011/50
1/100

安祥中学校 南校舎 1階 昇降口Ａ 天井伏図・展開図

１階　キープラン
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ロッカー

掲示板 掲示板

掲示板

背面黑板

掲示板正面黑板掲示板

整理戸棚

シナベニヤ

⑥ 普通教室
天井：化粧石膏ボード

天井：化粧石膏ボード

▽1.FL

▽1.FL

展開方向

１

２

３

４

１階⑥　天井伏図　　1/50

１ ２

３ ４

１階⑦　天井伏図　　1/50

１

３

２

４

3
,0
0
0

3
,0
0
0

9,000

9,000

7
,2
0
0

7
,2
0
0

9,000 7,200

9,000 7,200

7
,2
0
0

7
,2
0
0

9,000

9,000

9,000

2
,5
2
0

2
,5
2
0

9,000

7,200

7,200

(0.2㎜未満)

劣化項目略図

凡　　例 ⑥ 普通教室

ひび割れ

(0.2㎜以上～1.0㎜未満）
ひび割れ

(1.0㎜以上）
ひび割れ

改修内容

処置なし

自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

(0.2㎜≦ひび割れ巾)

(1㎜＜ひび割れ巾)

自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法
(0.2㎜≦ひび割れ巾)

劣化項目略図

凡　　例

改修内容

シ

モルタル

タイル

鉄筋爆裂部

※▲・△は上裏、側面、見下げの劣化を示す。

亀甲ひび割れ

モルタル浮き

タイル浮き

シール劣化

モルタル欠損

タイル欠損

シール更新

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法

ﾀｲﾙ部分張替え工法

調査数量 想定数量

0ｍ

2.15ｍ

0ｍ

0㎡

4.45㎡

0㎡

※
その他劣化・欠損
(※部内容記載)

爆裂

0ｍ

2.15ｍ

0ｍ

0㎡

4.45㎡

0㎡

鉄筋錆部除去の上
錆止め、ﾓﾙﾀﾙ補修

0箇所

0㎡

0㎡

0㎡

0箇所

0箇所

0㎡

0㎡

0㎡

0箇所

調査数量 想定数量

⑦ 昇降口

凡例

打診不可及び

モルタル以外を示す。

0箇所

0㎡

0㎡

0㎡

0箇所

0箇所

0㎡

0㎡

0㎡

0箇所

調査数量 想定数量

⑥ 普通教室⑦ 昇降口

調査数量 想定数量

0ｍ

1.34ｍ

0ｍ

0㎡

1.54㎡

0㎡

0ｍ

1.34ｍ

0ｍ

0㎡

1.54㎡

0㎡

⑦ 昇降口Ｂ
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製作年月 変更年月 図面番号

縮　　尺図面名一級建築士事務所

工事名設計者名・登録番号 照査技術者

設計担当者現場代理人又は主任技術者

一級建築士登録　第　364056　号

愛知県知事知事登録　(いー3)第1535号
BA1:

A3:

安祥中学校校舎改修第2期主体工事

慎　蒼榕

R5.1

021/50
1/100

安祥中学校 南校舎 1階 昇降口Ｂ 天井伏図・展開図

1階　キープラン
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▽1.FL

▽1.FL

天井：化粧石膏ボード

天井：化粧石膏ボード

流し台

展開方向

１

２

３

４

１階⑫　天井伏図　　1/50

１ ２

３ ４

１階⑭　天井伏図　　1/50

２

2
,7
7
5

2
,7
7
5

7
,2
0
0

4,500

7
,2
0
0

4,500

4,500 7,200

4,500 7,200

9,000

7
,2
0
0

7
,2
0
0

9,000

7,200

⑭ 保健室

（対象外）
⑫ 印刷室

(0.2㎜未満)

劣化項目略図

凡　　例 ⑭ 保健室

ひび割れ

(0.2㎜以上～1.0㎜未満）
ひび割れ

(1.0㎜以上）
ひび割れ

改修内容

処置なし

自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

(0.2㎜≦ひび割れ巾)

(1㎜＜ひび割れ巾)

自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法
(0.2㎜≦ひび割れ巾)

劣化項目略図

凡　　例

改修内容

シ

モルタル

タイル

鉄筋爆裂部

※▲・△は上裏、側面、見下げの劣化を示す。

亀甲ひび割れ

モルタル浮き

タイル浮き

シール劣化

モルタル欠損

タイル欠損

シール更新

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法

ﾀｲﾙ部分張替え工法

調査数量 想定数量

0ｍ

10.57ｍ

0ｍ

0㎡

20.48㎡

1.68㎡

※
その他劣化・欠損
(※部内容記載)

爆裂

0ｍ

10.57ｍ

0ｍ

0㎡

20.48㎡

1.68㎡

鉄筋錆部除去の上
錆止め、ﾓﾙﾀﾙ補修

0箇所

0㎡

0.12㎡

0㎡

0箇所

0箇所

0㎡

0.12㎡

0㎡

0箇所

調査数量 想定数量

⑭ 保健室

凡例

打診不可及び

モルタル以外を示す。

-ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　／　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

製作年月 変更年月 図面番号

縮　　尺図面名一級建築士事務所

工事名設計者名・登録番号 照査技術者

設計担当者現場代理人又は主任技術者

一級建築士登録　第　364056　号

愛知県知事知事登録　(いー3)第1535号
BA1:

A3:

安祥中学校校舎改修第2期主体工事

慎　蒼榕

R5.1

031/50
1/100

安祥中学校 南校舎 1階 保健室 天井伏図・展開図

1階　キープラン

※タイルは改修に伴い撤去とする。モルタル浮き部の改修方針は監督員と協議の上決定とする。
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1
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5

▽2.FL

▽2.FL

▽2.FL

▽2.FL

掃除具入掃除具入

ﾘﾌﾄ

⑪ 視聴覚準備室
天井：化粧石膏ボード

（対象外）
天井：化粧石膏ボード

展開方向

１

２

３

４

２階⑪　天井伏図　　1/50

２

４

１

３

２階⑬　天井伏図　　1/50

１ ２

３ ４

3
,0
0
0

3
,0
0
0

4,500

7
,2
0
0

7
,2
0
0

4,500

7,200

7,200

4,500

4,500

4,500

3,0001,500

7
,0
0
0

1
,8
0
0

4
,2
0
0

1
,0
0
0

6
,0
0
0

1
,0
0
0

7
,0
0
0

4,500

1,350 3,150

2
,8
1
5

2
,8
1
5

4,500

1,500 3,000

6,000

4,500 6,000

4,200 1,800

(0.2㎜未満)

劣化項目略図

凡　　例 ⑪ 視聴覚準備室

ひび割れ

(0.2㎜以上～1.0㎜未満）
ひび割れ

(1.0㎜以上）
ひび割れ

改修内容

処置なし

自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

(0.2㎜≦ひび割れ巾)

(1㎜＜ひび割れ巾)

自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法
(0.2㎜≦ひび割れ巾)

劣化項目略図

凡　　例

改修内容

シ

モルタル

タイル

鉄筋爆裂部

※▲・△は上裏、側面、見下げの劣化を示す。

亀甲ひび割れ

モルタル浮き

タイル浮き

シール劣化

モルタル欠損

タイル欠損

シール更新

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法

ﾀｲﾙ部分張替え工法

調査数量 想定数量

0ｍ

0.69ｍ

0ｍ

0㎡

2.90㎡

0㎡

※
その他劣化・欠損
(※部内容記載)

爆裂

0ｍ

0.69ｍ

0ｍ

0㎡

2.90㎡

0㎡

鉄筋錆部除去の上
錆止め、ﾓﾙﾀﾙ補修

0箇所

0㎡

0㎡

0㎡

0箇所

0箇所

0㎡

0㎡

0㎡

0箇所

調査数量 想定数量

⑪ 視聴覚準備室

凡例

打診不可及び

モルタル以外を示す。

⑬ 配膳室

※▲・△は上裏、側面、見下げの劣化を示す。

-ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　／　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

製作年月 変更年月 図面番号

縮　　尺図面名一級建築士事務所

工事名設計者名・登録番号 照査技術者

設計担当者現場代理人又は主任技術者

一級建築士登録　第　364056　号

愛知県知事知事登録　(いー3)第1535号
BA1:

A3:

安祥中学校校舎改修第2期主体工事

慎　蒼榕

R5.1

041/50
1/100

安祥中学校 南校舎 2階 ⑪視聴覚準備室 天井伏図・展開図

2階　キープラン
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掲示板 引分黒板 掲示板

シナ合板

⑫ 視聴覚室

天井：化粧石膏ボード

展開方向

１

２

３

４

３

１

２

４

２階⑫　天井伏図　　1/50

3,
00

0

9,000 4,500
13,500

3,
00

0
3,

00
0

9,0004,500
13,500

9,500

9,500

13,500
9,0004,500

9,
50

0

7,
20

0
2,

30
0

9,
50

0

13,500
9,0004,500

(0.2㎜未満)

劣化項目略図

凡　　例 ⑫ 視聴覚室

ひび割れ

(0.2㎜以上～1.0㎜未満）

ひび割れ

(1.0㎜以上）

ひび割れ

改修内容

処置なし

自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

(0.2㎜≦ひび割れ巾)

(1㎜＜ひび割れ巾)

自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

(0.2㎜≦ひび割れ巾)

劣化項目略図

凡　　例

改修内容

シ

モルタル

タイル

鉄筋爆裂部

※▲・△は上裏、側面、見下げの劣化を示す。

亀甲ひび割れ

モルタル浮き

タイル浮き

シール劣化

モルタル欠損

タイル欠損

シール更新

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法

ﾀｲﾙ部分張替え工法

調査数量 想定数量

0ｍ

1.17ｍ

0ｍ

0㎡

3.81㎡

0㎡

※
その他劣化・欠損

(※部内容記載)

爆裂

0ｍ

1.17ｍ

0ｍ

0㎡

3.81㎡

0㎡

鉄筋錆部除去の上

錆止め、ﾓﾙﾀﾙ補修

0箇所

0㎡

0㎡

0㎡

0箇所

0箇所

0㎡

0㎡

0㎡

0箇所

調査数量 想定数量

⑫ 視聴覚室

凡例

打診不可及び

モルタル以外を示す。

※▲・△は上裏、側面、見下げの劣化を示す。

-ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　／　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

製作年月 変更年月 図面番号

縮　　尺図面名
一級建築士事務所

工事名設計者名・登録番号 照査技術者

設計担当者現場代理人又は主任技術者

一級建築士登録　第　364056　号

愛知県知事知事登録　(いー3)第1535号

BA1:

A3:

安祥中学校校舎改修第2期主体工事

慎　蒼榕

R5.1

051/50

1/100
安祥中学校 南校舎 2階 ⑫視聴覚室 天井伏図・展開図

2階　キープラン



1

1

1

3 2

▽3.FL

▽3.FL

▽3.FL

掲示板

▽3.FL

掲示板

① 図書準備室
天井：化粧石膏ボード

③ 階段
天井：化粧石膏ボード

展開方向

１

２

３

４

３階①　天井伏図　　1/50

１

３

２

４

３階③　天井伏図　　1/50

１ ２

３ ４

7
,2
0
0

4,500

7
,2
0
0

4,500

4,500

4,500

2
,8
5
0

2
,8
5
0

7,200

7,200
7
,2
0
0

4,200

4,200

7
,2
0
0

4,200

2
,5
0
0

7,200

2
,5
0
0

4,200 7,200

(0.2㎜未満)

劣化項目略図

凡　　例 ① 図書準備室

ひび割れ

(0.2㎜以上～1.0㎜未満）
ひび割れ

(1.0㎜以上）
ひび割れ

改修内容

処置なし

自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

(0.2㎜≦ひび割れ巾)

(1㎜＜ひび割れ巾)

自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法
(0.2㎜≦ひび割れ巾)

劣化項目略図

凡　　例

改修内容

シ

モルタル

タイル

鉄筋爆裂部

※▲・△は上裏、側面、見下げの劣化を示す。

亀甲ひび割れ

モルタル浮き

タイル浮き

シール劣化

モルタル欠損

タイル欠損

シール更新

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法

ﾀｲﾙ部分張替え工法

調査数量 想定数量

0ｍ

2.90ｍ

0ｍ

0㎡

0.83㎡

0㎡

※
その他劣化・欠損
(※部内容記載)

爆裂

0ｍ

2.90ｍ

0ｍ

0㎡

0.83㎡

0㎡

鉄筋錆部除去の上
錆止め、ﾓﾙﾀﾙ補修

0箇所

0㎡

0㎡

0㎡

0箇所

0箇所

0㎡

0㎡

0㎡

0箇所

調査数量 想定数量

③ 階段

凡例

打診不可及び

モルタル以外を示す。

0箇所

0㎡

0㎡

0㎡

0箇所

0箇所

0㎡

0㎡

0㎡

0箇所

調査数量 想定数量

① 図書準備室③ 階段

調査数量 想定数量

0ｍ

0ｍ

0ｍ

0㎡

0.03㎡

0㎡

0ｍ

0ｍ

0ｍ

0㎡

0.03㎡

0㎡

※▲・△は上裏、側面、見下げの劣化を示す。

-ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　／　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

製作年月 変更年月 図面番号

縮　　尺図面名一級建築士事務所

工事名設計者名・登録番号 照査技術者

設計担当者現場代理人又は主任技術者

一級建築士登録　第　364056　号

愛知県知事知事登録　(いー3)第1535号
BA1:

A3:

安祥中学校校舎改修第2期主体工事

慎　蒼榕

R5.1

061/50
1/100

安祥中学校 北校舎 3階 ①図書準備室 天井伏図・展開図

3階　キープラン
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▽3.FL
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② 図書室

天井：化粧石膏ボード

展開方向

１

２

３

４

１

２

４３

３階②　天井伏図　　1/50

3,
00
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3,
00

0
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00
0

9,0004,500
13,500

9,500

9,500
9,000 4,500

13,500

9,
50

0

13,500
9,0004,500

13,500
9,0004,500

7,
20

0
2,

30
0

9,
50

0

(0.2㎜未満)

劣化項目略図

凡　　例 ② 図書室

ひび割れ

(0.2㎜以上～1.0㎜未満）

ひび割れ

(1.0㎜以上）

ひび割れ

改修内容

処置なし

自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

Uｶｯﾄｼｰﾙ材充填工法

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

(0.2㎜≦ひび割れ巾)

(1㎜＜ひび割れ巾)

自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

(0.2㎜≦ひび割れ巾)

劣化項目略図

凡　　例

改修内容

シ

モルタル

タイル

鉄筋爆裂部

※▲・△は上裏、側面、見下げの劣化を示す。

亀甲ひび割れ

モルタル浮き

タイル浮き

シール劣化

モルタル欠損

タイル欠損

シール更新

ｴﾎﾟｷｼ樹脂ﾓﾙﾀﾙ充填工法

ﾀｲﾙ部分張替え工法

調査数量 想定数量

0ｍ

6.15ｍ

0ｍ

0㎡

2.96㎡

0㎡

※
その他劣化・欠損

(※部内容記載)

爆裂

0ｍ

6.15ｍ

0ｍ

0㎡

2.96㎡

0㎡

鉄筋錆部除去の上

錆止め、ﾓﾙﾀﾙ補修

0箇所

0㎡

0㎡

0㎡

0箇所

0箇所

0㎡

0㎡

0㎡

0箇所

調査数量 想定数量

② 図書室

凡例

打診不可及び

モルタル以外を示す。

※▲・△は上裏、側面、見下げの劣化を示す。

-ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ　／　ＥＮＧＩＮＥＥＲＳ

製作年月 変更年月 図面番号

縮　　尺図面名
一級建築士事務所

工事名設計者名・登録番号 照査技術者

設計担当者現場代理人又は主任技術者

一級建築士登録　第　364056　号

愛知県知事知事登録　(いー3)第1535号

BA1:

A3:

安祥中学校校舎改修第2期主体工事

慎　蒼榕

R5.1

071/50

1/100
安祥中学校 北校舎 3階 ②図書室 天井伏図・展開図

3階　キープラン
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